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「20th anniversary 
風花成人式 ～今 華ひらくとき～」 

今年の 
テーマは 

開学２年目の1996年10月にスタートした風花祭は今年で20回目を迎えた。 
20期生の神山実行委員長も20歳を迎えたばかり。学生一人ひとりがここをスタート地点として、将来、 
医療従事者としてそれぞれの華を咲かせてほしいとの願いをテーマに込めた。 

できたばかりのボードゲームサークル「人狼」 

大学院助産学分野のアロマハンドマッサージコーナー 

ボランティアグル
ープ「かざはな」に
よる恒例の「満喫
ツアー」。キャンパ
ス内の施設利用
者も風花祭の雰
囲気を堪能した。 

ハンドベル部では、実際にベルを鳴らしてみる体験ができた 

風花祭 
か ざ は な さ い  
大田原キャンパス 
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今年は豪雨の被災地支援も実施 

屋台は今年も大繁盛！ 気になる看板を発見 

屋内イベントも充実 
（大田原キャンパス広報室　金井雅之） 

第20回 

どうしてこう書いたのか？ 
でびるず（Ｄｅｖｉｌｓ）と読みます！ 

実行委員長は作業療法学科２年の 
神山篤土さん。（栃木県立さくら清修高校出身） 
実行委員総勢155人を束ねる大役を 
つとめた。 

10日には、教育後援会「会員のつ
どい」が開催され、本学の天野隆弘
副学長・大学院長が、「病気になら
ないために ―未病でふせぐ生活の
知恵」と題して記念講演を行った。 

Special edition 1　KAZAHANASAISpecial edition 1　KAZAHANASAI

1996年10
月の第1回

風

花祭が本誌
10号の表紙

を飾った。
以来、回を

重

ねて今年が
20回目の節

目となった。
 

5年目になった被災地支援。今年は9月初
旬に関東・東北地方を襲った豪雨の影響
により、野菜の収穫が大きな打撃を受け、
宮城県岩沼市からの仕入れはきゅうりだけ
となった。そのため、卒業生や関係者に呼
びかけ、さつまいも、じゃがいも、さといも、り
んごなどを安価で仕入れて販売した。収益
金の211,000円は、全額を岩沼市に寄付した。 

●
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス（
連
翔
祭
）、大
川
キ
ャ
ン
パ
ス（
月
華
祭
）の
 

　
様
子
は
、
10
〜
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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4.5 特集2 大田原キャンパス　 
夏～秋のイベント 
国際医療福祉大学学会学術大会／ 
キッズスクール／幸齢者スクール 

海外保健福祉事情 
オーストラリア・ハワイ・台湾・中国 
ベトナム・タイ・ミャンマー・シンガポール 

国際医療福祉大学塩谷病院／国際医療福祉大学病院／
国際医療福祉大学三田病院／国際医療福祉大学熱海病院 

主
催

国
際
医
療
福
祉
大
学
、
大
田
原
市
、
大
田
原
市
教
育
委
員
会
 

後
援

栃
木
県
、
那
須
塩
原
市
、
那
須
塩
原
市
教
育
委
員
会
、

　
　
　
那
須
町
、
那
須
町
教
育
委
員
会
 

協
賛

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
栃
木
株
式
会
社
 

主
催

大
田
原
市
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
 

後
援

八
溝
山
周
辺
地
域
定
住
自
立
圏
推
進
協
議
会
 

協
賛

オ
グ
ラ
眼
鏡
店
、
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
栃
木
株
式
会
社
、

　
　
　
株
式
会
社
療
食
サ
ー
ビ
ス
 

（
小
田
原
保
健
医
療
学
部
作
業
療
法
学
科
）
 

「
フ
ァ
ー
ラ
ー
位
中
の
生
体
負
荷
を
減
ら
す
補
助
具
の
開
発
 

―
循
環
器
機
能
に
焦
点
を
あ
て
て
―
」
 

優
秀
賞
 岡
　

真
一
郎
 
助
教
 

（
福
岡
保
健
医
療
学
部
理
学
療
法
学
科
）
 

「
空
間
識
障
害
に
対
す
る
前
庭
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果

と
神
経
生
理
学
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
―transcranial 

direct current stim
ulation

を
用
い
た
研
究
―
」
 

優
良
賞
 大
塚
　

尚
 
助
教
 

（
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
） 

「
自
殺
回
避
要
因
か
ら
考
え
る
自
殺
予
防
対
策
―
現
代
の

大
学
生
が
抱
え
る〝
生
き
づ
ら
さ
〞の
実
態
調
査
か
ら
―
」
 

小田原キャンパス／福岡キャンパス／ 
大川キャンパス／大学院 
成田キャンパス／塩谷看護専門学校 

ベトナム健康管理委員会訪日団が来訪／「健康長寿広
報展 in ベトナム」に出展／留学生が見た 母国と日本
の保健福祉事情 

留学生別科入学式を開催／合同教員研修会を開催 
「第二代看護学科長 中西睦子先生を偲ぶ会」開催／看
護学科と同窓生の絆／元培醫事科技大学留学生が四年
連続、視機能療法学科で学ぶ／公開講座「学び直しの
英文法」開催 
「おおかわ交流プラザ」完成記念式典／山王病院 新館
手術室でダ・ヴィンチ稼働開始／全国リハビリテーション
学校協会教育研究大会・教育研修会／全老健全国大会 

Special edition 2　The events in Ohtawara Campus

学生news

■
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
 

■
先
端
漢
方
医
薬
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
 

■
国
際
医
療
福
祉
大
学
学
会
総
会
 

■
臨
床
工
学
技
士
セ
ッ
シ
ョ
ン
 

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

　「
医
療
福
祉
に
お
け
る
国
際
貢
献
の
あ
り
方
」
 

　「
看
護
職
と
し
て
で
き
る
国
際
貢
献
」
 

　
青
柳
美
樹
 
小
田
原
保
健
医
療
学
部
 
 

　
　
　
　
　
　
看
護
学
科
 

准
教
授
 

　
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
領
域
に
お
け
る
国
際
交
流
の
役

　
割
―
中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
と
国
際

　
医
療
福
祉
大
学
の
携
わ
り
―
」
 

　
黄
秋
辰
 

中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
／
理
学
療
法
士
 

　
「
国
際
緊
急
援
助
隊
で
の
活
動
を
通
し
た
国
際
協
力
」
 

　
小
西
英
一
郎
 

国
立
病
院
機
構
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　　
　
　
　
　
 
中
央
放
射
線
部
 

　
「
医
療
福
祉
に
お
け
る
国
際
貢
献
の
あ
り
方
―
医
師
・

　
国
際
学
術
交
流
の
観
点
か
ら
」
 

　
永
山
正
雄
 
国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
副
院
長
 

　
　
　
　
　
 
脳
卒
中
・
神
経
セ
ン
タ
ー
長
／
教
授
 

　（
司
会

糸
山
泰
人
 
国
際
医
療
福
祉
大
学
副
学
長
） 

■
が
ん
先
端
医
療
多
職
種
連
携
実
習
発
表
会
 

■
文
部
科
学
省
事
業
「
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成

　
基
盤
推
進
プ
ラ
ン
」
 

　
一
般
市
民
公
開
講
座
・
講
演
会
　
 

　
「
胃
が
ん
と
子
宮
が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
に
」
 

　
「
胃
が
ん
の
発
症
予
防
と
早
期
発
見
・
最
新
治
療
」
 

　
吉
田
昌
　
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
 

　
　
　
　
 
消
化
器
・一
般
外
科
／
教
授
 

　
「
主
な
婦
人
科
が
ん
の
お
は
な
し
〜
子
宮
頸
が
ん
、

　
子
宮
体
が
ん
 

お
よ
び
卵
巣
が
ん

適
正
な
検
診
お
よ

　
び
治
療
を
受
け
る
た
め
に
〜
」
 

　
大
和
田
倫
孝
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
副
院
長
　

　
　
　
　
　
　
　
／
産
婦
人
科
部
長
／
教
授
 

　（
座
長

森
川
康
英
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
児
外
科
／
教
授
 

　
　
　
　
　
　
　
　

国
際
医
療
福
祉
大
学
が
ん
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
） 

特
集
2

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 夏
〜
秋
の
イ
ベ
ン
ト
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●特別講演Ⅱ 
　松沢哲郎  
　京都大学霊長類研究所 
　教授 

●特別講演Ⅰ 
　末松誠  
　日本医療研究開発機構 
　理事長 

●シミュレーターで内視鏡手術を体験する参加者 

第
五
回
 

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
広
報
室
 
金
井
雅
之
）
 

●目隠しをして盲導犬に引かれる参加者 

●開会式でメインテーマについて述べる桃井大会長 

●体操の際の心得を指導する下井准教授 

●運動の前後の血中酸素濃度を計測する看護学科の学生 ●発表と質疑応答に臨む学生チーム 

第
五
回
 
幸
齢
者
ス
ク
ー
ル
 

第
六
回
 
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
学
会
 

学
術
大
会
 

関
連
職
種
連
携
実
習
報
告
会
 

　
九
月
一
七
日
、
大

田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

「
第
五
回
幸
齢
者
ス
ク

ー
ル
」を
開
催
し
た
。
 

　
医
療
福
祉
の
世
界

を
学
び
な
が
ら
、若
さ

と
健
康
度
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
が
目
的

で
あ
る
。
午
前
の
部

の
医
療
福
祉
講
演
会
に
は
一
五
八
名
が
参
加

し
た
。
天
野
隆
弘
大
学
院
長
が「
物
忘
れ
は
認

知
症
で
す
か
？
―
認
知
症
を
理
解
す
る
た
め

に
―
」、原
直
人
教
授（
視
機
能
療
法
学
科
）が

「
加
齢
と
見
え
方
の
変
化
 

〜
老
い
て
ま
す
ま
す

み
え
る
よ
う
に
〜
」と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、講
演
の
間
に
、下
井
俊
典
准
教
授（
理

学
療
法
学
科
）に
よ
る
「
体
操
を
通
じ
て
介
護

予
防
を
！
 

〜
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
で
体
操
の

コ
ツ
を
教
え
ま
す
〜
」が
行
わ
れ
、歩
行
の
際
に

無
意
識
に
使
っ
て
い
る
、体
を
ひ
ね
る
動
き
、片

足
で
立
つ
動
き
を
鍛
え
る
運
動
を
紹
介
し
た
。
 

　
午
後
の
部
の
体
験
学
習
に
は
事
前
に
申
し
込

ん
だ
七
三
名
が
参
加
し
た
。体
操
、ク
イ
ズ
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、

病
気
予
防
、
詐

欺
被
害
を
防
ぐ

心
構
え
な
ど
、

八
学
科
が
そ
れ

ぞ
れ
工
夫
を
凝

ら
し
た
企
画
を

実
施
し
た
。
 

　
八
月
一
九
日
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

「
第
六
回
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
た
。

　
医
療
福
祉
の
仕
事
を
楽
し
み
な
が
ら
体
験

す
る
こ
の
企
画
に
、
小
学
生
五
八
名
と
中
学

生
五
四
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

わ
か
れ
て
参
加
し
た
。

小
学
生
は
医
療
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
、

中
学
生
は
医
療
福
祉

に
従
事
す
る
側
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

し
た
。
毎
年
、
参
加

者
が
一
番
楽
し
か
っ

た
と
振
り
返

る
の
が
「
手

術
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
ー
」
で
、

現
役
の
医
師

の
手
ほ
ど
き

を
受
け
な
が

ら
、
内
視
鏡

手
術
に
よ
っ
て
胆
の
う
を
摘
出
し
た
。
 

　
最
後
に
、
北
島
政
樹
学
長
か
ら
一
人
ひ
と

り
に
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

認
定
証
」
が
手
渡
さ
れ
た
。
五
年
前
、
第
一

回
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
た
小
学
生
が
、

昨
年
四
月
、
本
学
の
放
射
線
・
情
報
科
学
科

に
入
学
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を

き
っ
か
け
に
、
さ
ら
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
医
療
福
祉
へ
の
関
心
を
高
め
て
く
れ
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
。
 

■
関
連
職
種
連
携
実
習
報
告
会
 

■
同
窓
会
「
マ
ロ
ニ
エ
会
」
総
会
 

■
学
科
分
科
会
 

■
特
別
講
演
Ⅰ
 

　
「
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
展
望
」
 

　
末
松
誠
 
国
立
研
究
開
発
法
人
 
 

　
　
　
　
 
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
 

理
事
長
 

       ■
特
別
講
演
Ⅱ
 

　
「
想
像
す
る
ち
か
ら

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
教
え
て
く
れ

　
た
人
間
の
心
」
 

　
松
沢
哲
郎
　
京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所
 

教
授
 

　
本
学
の
基
本
理
念
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
社
会

に
開
か
れ
た
大
学
」
は
、
学
問
を
創
造
的
に
追

究
す
る
と
と
も
に
、地
域
の
医
療
福
祉
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
、医
療
福
祉
職
の
生
涯
教
育
の
拠
点

と
な
る
こ
と
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
 

　
こ
の
理
念
を
体
現
す
る
三
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
、

今
年
も
、教
育
・
医
療
福
祉
関
係
者
や
地
域
の

高
齢
者
、小
中
学
生
な
ど
多
く
の
方
が
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、医
療
福
祉
の
最
前
線

の
知
識
に
触
れ
た
。
 

　
八
月
二
九
日
、
三
〇
日
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
、
「
第
五
回
国
際
医
療
福
祉
大
学
学
会

学
術
大
会
」
（
大
会
長

桃
井
眞
里
子
副
学
長
・

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
長
）
を
開
催
し
た
。
 

　
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
２
０
１
５
 
医

療
福
祉
の
最
前
線
」
。
 

　
桃
井
大
会
長
は
開
会
式
の
あ
い
さ
つ
の
な
か

で
、
今
回
の
テ
ー
マ
を
決
め
る
に
あ
た
り
、
本

学
が
二
〇
周
年
を
迎
え
、「
２
０
１
５
」
と
い
う

数
字
を
入
れ
て
お
き
た
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、

本
学
会
員
の
皆
さ
ん
や
本
学
の
学
生
が
日
本
の

医
療
福
祉
の
最
前
線
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
鑑

み
、
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
こ
め
て
、
「
最

前
線
に
立
っ
て
前
を
見
据
え
る
」
姿
勢
を
表
し

た
か
っ
た
と
述
べ
た
。
 

　
今
回
は
、
一
般
演
題
は
す
べ
て
ポ
ス
タ
ー
発

表
と
な
り
、
二
六
四
題
が
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、

二
つ
の
特
別
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、「
が
ん

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
基
盤
推
進
プ
ラ
ン
」

一
般
市
民
公
開
講
座
・
講
演
会
な
ど
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
医
療
福
祉
の
最
前

線
の
知
見
や
、
本
学
が
開
学
以
来
継
続
し
て
い

る
国
際
貢
献
の
成
果
や
将
来
展
望
な
ど
が
共
有

さ
れ
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
実
り
多

い
学
術
大
会
と
な
っ
た
。
 

　
さ
ら
に
、
掲
示
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
と
抄
録
の

中
か
ら
若
手
研
究
者
奨
励
賞
が
選
出
さ
れ
、
九

月
一
五
日
、
合
同
教
員
研
修
会
に
お
い
て
、
受

賞
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
表
彰
が

行
わ
れ
た
。
 

：
 

：
 

：
 

：
 

：
 

：
 

：
 

：
 

：
 

：
 

：
 

　9月14日の夕刻、那須塩原駅付近で倒れている初老の
男性を本学の作業療法学科1年平瀬朱理さん（福島県立
白河旭高校出身）が発見し、救急車が到着するまで介抱
しました。翌日、ご家族から丁重な謝
辞が届きました。「人命救助」は人とし
て当たり前のことですが、率先して行
うには一歩踏み出す勇気と冷静な判
断力が必要です。本学から平瀬さんの
ような学生が数多く育つことを願います。 

　
大
会
初
日
の
午
前
中
に
は
、
関
連
職
種
連
携

実
習
報
告
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
チ
ー
ム

医
療
・
チ
ー
ム
ケ
ア
」を
学
ぶ
「
関
連
職
種
連
携

教
育
」の
最
終
ス
テ
ッ
プ
に
あ
た
る
。
臨
床
実

習
を
行
っ
た
二
〇
チ
ー
ム
の
発
表
に
は
、
実
習

先
で
学
生
の
指
導
に
あ
た

っ
た
担
当
者
が
駆
け
つ
け
、

学
生
た
ち
の
学
習
の
成
果

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
自
己
研
鑽
へ
の

ヒ
ン
ト
を
投
げ
か
け
た
。
 



海
外
 

保
健
福
祉
事
情
 

The Overseas TrainingThe Overseas TrainingThe Overseas TrainingThe Overseas Training

　
今
年
も
夏
休
み
期
間
中
の
約
二
週
間
、
総

合
教
育
科
目
「
海
外
保
健
福
祉
事
情
」
が
実

施
さ
れ
た
。
三
か
月
の
国
内
事
前
研
修
の
の
ち
、

八
か
国
、
一
〇
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
保
健
福
祉
事
情
を
自
分
の
目

で
確
か
め
、
肌
で
感
じ
て
き
た
。
参
加
者
数
は
、

学
生
三
七
六
人
、
教
職
員
二
三
人
の
総
勢
三

九
九
人
に
の
ぼ
っ
た
。
 

保
健
医
療
学
部
 
理
学
療
法
学
科
 

学
科
長
 
久
保
晃
 

緊
張
感
の
あ
る
実
習
指
導
に
 

感
謝
 

保
健
医
療
学
部
 
理
学
療
法
学
科
 

四
年
 
屋
良
柚
己
子
・
南
雲
里
穂
・
加
藤
な
つ
み
 

研
修
を
終
え
て
も
 

続
く
繋
が
り
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海
外
保
健
福
祉
事
情
 

海
外
保
健
福
祉
事
情
 台
湾
・
中
国
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・ハ
ワ
イ
 

　
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
の
見
学
、
医
療
福
祉

事
情
や
看
護
教
育
に
関
す
る
講
義
を
通
し
て
、

台
湾
の
福
祉
事
情
や
医
療
体
制
を
学
ぶ
だ
け

で
は
な
く
、
中
国
語
や
台
湾
の
文
化
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
た
。
放
射
線
科
で
の
病

院
見
学
の
際
、
日
本
で
は
患
者
さ
ん
取
り
違

い
防
止
の
た
め
に
フ
ル
ネ
ー
ム
と
生
年
月
日

を
本
人
に
言
っ
て
も
ら
う
が
、
台
湾
で
は
個

人
情
報
保
護
の
た
め
に
、
そ
の
よ
う
な
確
認

は
一
切
な
く
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
で
行
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
違
い
を
知
る
こ
と
も
、
日
本
や
他

国
の
医
療
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
興
味
を
持

つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
 

　
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
な
ど
を
通

し
て
積
極
的
に
行
動
し
発
言
す
る
こ
と
が
身

に
つ
き
、
ま
た
、
両
国
の
関
係
が
ま
す
ま
す

発
展
す
る
た
め
に
私
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
す
す
ん
で
協
力
し
た
い
と
思
っ
た
。
 

保
健
医
療
学
部
 
放
射
線
・
情
報
科
学
科
 

教
授
 
平
間
信
 

実
り
の
多
い
学
生
同
士
の
交
流
 

積
極
的
に
な
っ
た
自
分
を
 

実
感
 

保
健
医
療
学
部
 
放
射
線
・
情
報
科
学
科
 

二
年
 
本
田
沙
輝
 

　
臨
床
実
習
を
終
え
、
四
年
生
と
し
て
海
外

保
健
福
祉
事
情
に
参
加
し
、
北
京
の
医
療
福

祉
の
あ
り
方
や
日
本
と
の
文
化
の
違
い
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
臨
床
実
習
で
は

現
地
指
導
者
が
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
、
丁

寧
な
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分
野
の
脊
髄
損
傷
の
領
域

で
は
、
高
い
医
療
技
術
が
提
供
さ
れ
て
い
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
実
習
指
導
者
と
は
現
在
で

も
連
絡
を
取
っ
て
お
り
、
素
敵
な
繋
が
り
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
 

　
実
習
以
外
で
も
万
里
の
長
城
や
頤
和
園
な

ど
中
国
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
、

中
国
に
つ
い
て
勉
強
す
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
。

忙
し
い
時
期
で
の
海
外
保
健
福
祉
事
情
へ
の

参
加
だ
っ
た
が
、
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
 

　
研
修
先
の
中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研

究
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
）
で
は
、
手
術
室

や
漢
方
薬
局
な
ど
の
見
学
に
加
え
、
理
学
療

法
室
、
作
業
療
法
室
、
言
語
聴
覚
室
、
薬
剤

室
で
実
際
に
現
地
職
員
の
指
導
の
も
と
、
緊

張
感
を
も
っ
た
臨
床
実
習
も
あ
り
、
大
い
に

刺
激
を
受
け
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務
所
の
訪
問

で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
を
中

心
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
績
を
具
体
的

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
 

　
さ
ら
に
、
京
劇
や
雑
技
観
賞
な
ど
中
国
文

化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
万
里
の
長
城
、

景
山
公
園
、
頤
和
園
な
ど
の
景
勝
地
を
訪
問

し
た
。
 

　
Ｃ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
を
は
じ
め
、
ど
こ
に
行
っ
て
も

北
京
は
人
、
人
、
人
…
。
人
の
多
さ
と
渋
滞

に
圧
倒
さ
れ
た
二
週
間
で
も
あ
っ
た
。
今
回
、

教
員
三
名
、
学
生
五
二
名
の
大
勢
で
北
京
へ

赴
い
た
が
、
Ｃ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
の
皆
様
方
の
心
温
ま

る
協
力
に
よ
り
、
充
実
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
な
っ
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
 

●青空のもと、八達嶺長城を視察 

　
八
月
三
日
か
ら
八
日
、
ハ
ワ
イ
大
学
カ
ピ

オ
ラ
ニ
カ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
、
学
生
三
七
名

が
研
修
を
行

っ
た
。
カ
ピ

オ
ラ
ニ
カ
レ

ッ
ジ
は
、
全

米
で
最
も
日

本
人
留
学
生

を
受
け
入
れ

て
お
り
、
先

生
方
や
ス
タ

ッ
フ
は
、
ハ

ワ
イ
ア
ン
・

ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
の
精
神

で
温
か
く
迎

え
て
く
だ
さ

っ
た
。
 

　
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、

午
前
中
は
一

般
英
語
・
医

療
英
語
の
講

義
、
午
後
は

ハ
ワ
イ
に
お

け
る
医
療
事

情
の
講
義
や

施
設
・
病
院
の
見
学
等
が
行
わ
れ
た
。
開
始

当
初
は
戸
惑
い
が
見
ら
れ
、
学
生
か
ら
の
積

極
的
な
発
言
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

最
終
日
の
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
」
で
は
、
堂
々
と
英
語
で
ス
ピ
ー
チ
し

た
り
、
創
作
し
た
英
語
劇
を
披
露
し
た
り
す

る
な
ど
、
短
い
期
間
で
の
変
化
が
認
め
ら
れ
、

教
員
も
そ
の
成
長
に
驚
か
さ
れ
た
。
今
回
の

研
修
で
得
ら
れ
た
貴
重
な
経
験
を
、
今
後
の

学
生
生
活
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。
 

　
約
一
〇
日
間
の
ハ
ワ
イ
研
修
に
参
加
し
た
。

暑
く
て
も
過
ご
し
や
す
い
気
候
や
海
の
透
明

度
に
、
日
本
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い

感
動
を
覚
え
た
。
 

　
研
修
で
は
施
設
や
病
院
を
訪
問
し
た
り
、

ハ
ワ
イ
の
歴
史
を
学
び
、
ハ
ワ
イ
流
の
も
て

な
し
を
受
け
た
り
し
た
。
挨
拶
を
す
る
時
に

相
手
と
鼻
先
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
知
り
、
文

化
の
違
い
に
驚
い
た
。
現
地
の
方
々
と
会
話
し
、

活
動
を
と
も
に
す
る
こ
と
で
、
国
境
を
超
え

て
心
の
交
流
を
図
れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。

過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
繰
り
出
さ
れ
る

課
題
を
こ
な
し
て
い
く
の
は
大
変
だ
っ
た
が
、

一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く
こ
と
で
自
信

に
繋
が
っ
て
い
っ
た
。
 

　
人
の
温
か
さ
や
ハ
ワ
イ
の
文
化
や
歴
史
に

触
れ
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
。
新
し
い
こ
と
の
発
見
の
連
続
で
新
鮮

な
毎
日
だ
っ
た
。
 

保
健
医
療
学
部
 
言
語
聴
覚
学
科
 

二
年
 
安
藤
佐
津
季
 

国
境
を
超
え
て
「
心
」
で
 

繋
が
る
 

保
健
医
療
学
部
 
言
語
聴
覚
学
科
 

講
師
 
岩

淳
也
 

ハ
ワ
イ
の
お
も
て
な
し
と
 

学
生
の
成
長
に
感
動
 

　
約
二
週
間
、
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
英
語
部
お
よ
び
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
で
の
語
学
研
修
に
加
え
、
 

①
私
的
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
訪
問
・
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
施
設
な
ど
の
見
学
、
②
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
医
療
事
情
な
ど
の
講
義
、
③
患
者
搬
送
・
血

圧
体
温
測
定
・
足
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
法
等
の
実
習
、

④
ジ
ャ
パ
ン
・
デ
ー
で
の
交
流
、
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
研
修
を
行
っ
た
。
 

　
最
終
日
、
学
生
は
い
ず
れ
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
父
母
と
ハ
グ
し
、
涙
で
別
れ
を
惜
し
ん

だ
。
医
療
を
学
び
始
め
て
わ
ず
か
一
年
数
か
月

の
学
生
に
と
っ
て
は
、
少
し
ハ
ー
ド
ル
の
高
い

研
修
に
も
思
え
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
何
か
を
掴

み
、
少
し
成
長
し
て
帰
国
で
き
た
よ
う
に
感
じ

て
い
る
。
研
修
で
は
、
と
り
わ
け
、
医
師
に
人

的
・
物
的
医
療
資
源
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
設
さ
れ
て
い
る
私
的
病
院
で
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
を
見
学
し
、
皆
が

そ
の
動
き
に
感
激
し
た
。
 

　
八
月
二
日
か
ら
一
五
日
ま
で
、
学
生
五
九

名
が
参
加
し
て
、
台
湾
新
竹
市
の
元
培
醫
事

科
技
大
学
で
研
修
を
行
っ
た
。
滞
在
中
、
強

力
な
台
風
一
三
号
が
台
湾
に
上
陸
し
た
た
め
、

半
日
間
停
電
す
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に

見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、
台
湾
の
医
事
事
情
な

ど
の
講
義
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
の
あ
る
医
療

関
係
四
施
設
の
見
学
を
通
し
て
、
台
湾
の
医

療
保
健
福
祉
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

　
ま
た
、
教
員
・
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
職
員
の
親

切
で
温
か
い
人
柄
に
触
れ
な
が
ら
、
台
湾
の

人
物
・
言
葉
・
食
べ
物
・
文
化
を
体
験
し
た
。

特
に
、
同
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
と

は
文
字
通
り
寝
食
を
と
も
に
し
、
見
送
り
の

際
、
空
港
で
双
方
の
多
く
の
学
生
が
涙
で
別

れ
を
惜
し
む
光
景
が
印
象
的
だ
っ
た
。
こ
の

経
験
は
学
生
の
将
来
に
必
ず
役
立
つ
も
の
と

確
信
し
て
い
る
。
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 
医
学
検
査
学
科
　
 

教
授
 
宇
治
義
則
 

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
 

「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
に
感
激
 

　
大
川
・
福
岡
・
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学

生
二
九
名
と
引
率
教
員
二
名
の
三
一
名
が
参

加
し
た
こ
の
研
修
で
は
、
病
院
や
老
人
保
健

施
設
の
見
学
、
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ（
語
学
学
校
）の
授

業
な
ど
を
体
験
し
、
多
く
の
刺
激
を
得
た
。
 

　
研
修
の
一
環
と
し
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体

験
し
た
。
初
め
の
数
日
は
ま
っ
た
く
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
話
が
聞
き
取
れ
ず
、
と
て
も
苦

戦
し
た
。
だ
が
、
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
で
の
英
語
の
授

業
と
、
海
外
に
い
る
と
い
う
環
境
の
お
か
げ
で
、

数
日
も
す
る
と
か
な
り
聞
き
取
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
う
な
る
と
会
話
が
楽
し
く
な
っ

て
く
る
の
だ
が
、
自
分
の
語
彙
力
が
乏
し
く
、

伝
え
た
い
こ
と
を
全
然
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た

の
が
一
番
悔
し
か
っ
た
。
今
回
の
こ
う
し
た

経
験
を
、
今
後
の
学
習
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 
作
業
療
法
学
科
 

二
年
 
仲
村
澄
高
 

英
会
話
の
楽
し
さ
と
 

力
不
足
を
と
も
に
実
感
 

台
湾
 

元
培（
ユ
ン
ペ
イ
）醫
事
科
技
大
学
 

ハ
ワ
イ
 

ハ
ワ
イ
大
学
 

カ
ピ
オ
ラ
ニ
カ
レ
ッ
ジ
 

中
国
 

中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
） 

Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
 

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
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総
勢
一
六
名
（
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
七
名
・
福

岡
キ
ャ
ン
パ
ス
四
名
・
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
五

名
）
の
研
修
は
、
ヤ
ン
ゴ
ン
看
護
大
学
と
ヤ
ン

ゴ
ン
医
療
技
術
大
学
の
先
生
方
の
心
温
ま
る
ア

テ
ン
ド
に
よ
っ
て
大
変
充
実
し
た
内
容
と
な
っ

た
。
フ
リ
ー
の
時
間
と
夜
は
、
学
生
そ
れ
ぞ
れ

が
小
グ
ル
ー
プ
で
市
内
を
視
察
し
、
同
時
に
、

ヤ
ン
ゴ
ン
の
人
た
ち
と
の
交
流
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
だ
。
 

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
「
ア
ジ
ア
の
最
貧
国
」
と
い

わ
れ
、
長
期
の
軍
事
政
権
下
に
あ
っ
た
影
響
が

残
っ
て
い
る
が
、
ち
ょ
う
ど
日
本
の
戦
後
復
興

か
ら
高
度
経
済
成
長
期
の
雰
囲
気
が
あ
る
。
漫

画
の
「
三
丁
目
の
夕
日
」
の
よ
う
な
『
昭
和
の

古
き
良
き
時
代
』
が
連
想
で
き
、
人
々
は
親
切

で
働
き
者
が
多
く
（
日
本
人
に
似
て
い
る
？
）
、

食
事
も
お
い
し
く
、
治
安
も
良
好
だ
っ
た
。
 

　
九
月
六
日
か
ら
一
五
日
、
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス

の
学
生
二
二
名
、
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生

五
名
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
研
修
に
参
加
し
た
。
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
な
ど
を
養
成
す
る
ナ

ン
ヤ
ン
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
よ
る
支
援
の
も
と
、

総
合
病
院
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ス
ピ
タ
ル
、
障

が
い
者
福
祉
施
設
、
精
神
科
病
院
、
作
業
療
法

士
の
開
業
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
、
充
実
し
た
視
察

内
容
だ
っ
た
。
ま
た
、
ナ
ン
ヤ
ン
ポ
リ
テ
ク
ニ

ッ
ク
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
福
祉
に
つ
い
て

の
講
義
、
医
療
に
つ
い
て
の
講
義
、
ス
プ
リ
ン

ト
作
成
実
習
が
提
供
さ
れ
た
。
静
岡
県
駐
在
員

に
よ
る
社
会
情
勢
に
つ
い
て
の
講
義
も
あ
っ
た
。
 

　
学
生
は
、
講
義
で
学
ん
だ
内
容
を
施
設
で
実

際
に
見
学
し
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
あ
る
。
現
地
学
生
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
遊
び
で
交
流
し
た

あ
と
、
日
本
の
祭
り
、
ダ
ン
ス
、
遊
び
を
紹
介

し
た
。
 

　
今
回
の
海
外
研
修
を
通
し
て
、
タ
イ
の
医

療
や
文
化
、
生
活
習
慣
な
ど
に
つ
い
て
知
っ

た
こ
と
は
、
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
。
特
に

印
象
に
残
っ
た
の
は
、
現
地
の
病
院
を
見
学

し
、
タ
イ
の
医
療
の
現
状
を
目
の
当
た
り
に

し
た
こ
と
で
あ
る
。
医
療
に
携
わ
る
者
と
し

て
、
異
な
っ
た
文
化
や
背
景
を
も
っ
た
患
者

を
よ
く
理
解
し
、
尊
重
し
て
受
け
入
れ
る
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
言
語
の
違

い
が
あ
る
と
は
い
え
、
医
療
従
事
者
と
し
て

患
者
を
助
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
や
診
療
基

準
な
ど
は
ど
の
国
に
行
っ
て
も
同
じ
で
あ
る

と
感
じ
た
。
 

　
看
護
学
生
で
あ
る
私
は
、
今
回
の
海
外
研

修
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
文
化
や
医

療
事
情
に
関
す
る
知
識
を
広
げ
深
め
て
い
く

必
要
性
を
感
じ
た
。
ま
た
、
世
界
の
人
々
と

も
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
英
語
力
を
向
上
さ
せ
た

い
と
思
う
。
 

 

　
現
地
の
病
院
、
高
齢
者
施
設
、
エ
イ
ズ
寺

院
な
ど
を
訪
問
し
た
中
で
、
特
に
、
バ
ン
コ

ク
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
見
た
光
景
が
印
象
に
残
っ

て
い
る
。
こ
の
病
院
は
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
言
語
、
文
化
、
宗
教
が

異
な
る
患
者
の
た
め
に
、
通
訳
、
保
険
、
食

事
な
ど
に
関
す
る
多
種
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
。
院
内
に
は
国
別
の
専
用
ク

リ
ニ
ッ
ク
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
患
者
は
自

分
の
国
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
行
け
ば
、
受
付
、

診
察
、
処
方
ま
で
母
国
語
で
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
実
際
に
、
体
調
不
良
の
学
生
を
日
本

人
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
連
れ
て
行
っ
た
と
こ

ろ
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
日
本
語
で
対
応
し

て
く
だ
さ
っ
た
。
タ
イ
の
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
今
回

の
研
修
は
ま
さ
に
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
の
正
し
さ
を
実
感
す
る
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
。
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 
言
語
聴
覚
学
科
 

准
教
授
 
安
立
多
惠
子
 

　
私
た
ち
の
ク
ル
ー
プ
に
は
、
小
田
原
、
福

岡
、
大
川
の
三
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
看
護
学
科
、

作
業
療
法
学
科
、
言
語
聴
覚
学
科
、
医
学
検

査
学
科
の
学
生
五
〇
名
が
参
加
し
た
。
 

　
ベ
ト
ナ
ム
研
修
は
二
グ
ル
ー
プ
が
編
成
さ

れ
、
一
週
間
交
代
で
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
と
ホ

ー
チ
ミ
ン
市
医
科
薬
科
大
学
病
院
で
実
施
し

た
。
病
院
内
を
見
学
し
、
医
療
制
度
や
病
院

の
役
割
な
ど
を
学
ん
だ
あ
と
、
小
グ
ル
ー
プ

に
わ
か
れ
て
、
各
学
科
の
専
門
性
に
合
わ
せ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
な
し
た
。
何
度
も
言
葉

の
壁
に
阻
ま
れ
苦
い
思
い
を
し
た
学
生
た
ち

も
、
ベ
ト
ナ
ム
の
研
修
生
や
学
生
た
ち
と
の

交
流
を
通
し
て
、
日
増
し
に
発
信
・
受
信
の

感
度
が
高
ま
っ
た
。
う
ま
く
伝
わ
ら
な
か
っ

た
悔
し
さ
も
、
う
ま
く
伝
わ
っ
た
喜
び
も
ど

ち
ら
も
体
験
で
き
た
と
思
う
。
 

日
越
の
文
化
・
 

医
療
事
情
の
違
い
を
学
ん
だ
 

　
私
は
海
外
研
修
で
視
野
を
広
め
、
他
国
の

医
療
事
情
に
も
触
れ
た
い
と
思
い
、
本
学
に

入
学
し
た
。
 

　
今
回
の
研
修
で
感
じ
た
の
は
、
事
前
に
知

り
得
た
状
況
以
上
に
ベ
ト
ナ
ム
の
貧
富
の
格

差
が
大
き
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
誰
で
も
受
け

入
れ
る
病
院
に
は
、
病
室
は
も
ち
ろ
ん
、
廊

下
に
ま
で
ベ
ッ
ド
が
所
狭
し
に
並
べ
ら
れ
て

い
る
病
棟
が
あ
る
一
方
、
ま
る
で
別
世
界
の

よ
う
な
個
室
病
棟
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
対
象

者
が
限
定
さ
れ
る
病
院
で
は
、
完
備
さ
れ
た

病
室
で
最
新
の
医
療
機
器
を
使
っ
た
医
療
が

行
わ
れ
て
い
た
。
 

　
日
本
と
異
な
り
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
ま
だ
医

療
制
度
が
整
っ
て
い
な
い
と
感
じ
た
。
し
か

し
、
患
者
に
対
す
る
家
族
の
支
援
は
と
て
も

温
か
く
、
日
本
で
は
見
ら
れ
な
い
家
族
の
光

景
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う

に
医
療
や
価
値
観
な
ど
の
違
い
は
、
海
外
研

修
だ
か
ら
こ
そ
気
づ
く
こ
と
が
で
き
、
貴
重

な
体
験
と
な
っ
た
。
 

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
文
化
に
触
れ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

と
い
う
国
の
良
さ
と
人
柄
の
良
さ
に
感
動
し
た
。

正
直
に
い
え
ば
、
研
修
に
行
く
前
は
ミ
ャ
ン
マ

ー
と
い
う
国
自
体
を
ま
っ
た
く
知
ら
ず
、
メ
デ

ィ
ア
か
ら
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
型
の
情
報
し
か

持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
不
安
だ
ら
け
だ
っ

た
。
し
か
し
、
最
貧
国
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が

嘘
の
よ
う
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
た
ち
は
明
る
く
、

私
た
ち
を
笑
顔
で
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
研
修
は
、
英
語
力
の
必
要
性
や
ミ
ャ
ン
マ

ー
で
の
医
療
事
情
、
衛
生
管
理
と
食
事
の
バ
ラ

ン
ス
の
大
切
さ
と
い
っ
た
多
く
の
こ
と
を
知
る

よ
い
機
会
と
な
っ
た
。
 

　
と
て
も
心
豊
か
な
国
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
。
ま
だ

行
っ
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て

ほ
し
い
。
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 
作
業
療
法
学
科
 

学
科
長
 
原
口
健
三
 

宝
石
と
昭
和
の
 

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
の
国
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 
理
学
療
法
学
科
 

講
師
 
徳
江
武
 

講
義
か
ら
の
学
び
を
見
学
で
 

深
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 
語
学
教
育
部
 

助
教
 
三
浦
美
恵
子
 

ま
さ
に
 

「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
 

入
学
前
か
ら
決
め
て
い
た
 

海
外
研
修
に
参
加
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 
作
業
療
法
学
科
 

二
年
 
河
原
永
遠
 

親
切
で
笑
顔
の
国
ミ
ャ
ン
マ
ー
 

福
岡
看
護
学
部
 
看
護
学
科
 

三
年
 
S
U
N
 
M
I
N
G
 
L
U

異
文
化
の
中
で
、 

共
通
す
る
看
護
の
心
を
実
感
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 
作
業
療
法
学
科
 

二
年
 
大
石
未
和
 

　
こ
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
研
修
は
、
医
療
人
を

め
ざ
す
私
に
と
っ
て
重
要
な
経
験
と
な
っ
た
。

同
じ
高
齢
化
社
会
で
あ
る
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
と
日
本
の
医
療
制
度
は
大
き
く
異
な
っ
て

い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
制
度
は
自
立
性
を

求
め
る
も
の
が
多
く
、
患
者
自
身
に
選
択
権

を
与
え
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
日
本
よ

り
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
病
院
づ
く
り
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
く
、
日
本
も
見
習
う
べ
き
だ

と
感
じ
た
。
 

　
一
〇
日
間
生
活
す
る
中
で
言
葉
の
壁
を
感

じ
た
が
、
日
に
日
に
伝
え
た
い
気
持
ち
を
表

に
出
せ
る
よ
う
に
な
り
、
医
療
人
に
と
っ
て

最
も
大
事
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
こ
の
研
修
で
自
分

に
足
り
な
か
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
課
題
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
や
実
習
に
お
い
て
改

善
し
、
さ
ら
な
る
高
み
へ
と
進
ん
で
い
き
た
い
。
 

福
岡
保
健
医
療
学
部
 
言
語
聴
覚
学
科
 

二
年
 
下
門
里
穂
 

医
療
に
ま
つ
わ
る
制
度
や
 

文
化
の
違
い
を
実
感
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●ヤンゴン看護大学の学生との交流会 

●ホーチミン医科薬科大学にて 

●バンコクホスピタル内にある日本人専門クリニック ●Institute of Mental Healthを見学 
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ベ
ト
ナ
ム
 

チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
・
 

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
医
科
薬
科
大
学
病
院
 

タ
イ
 

バ
ン
コ
ク
ホ
ス
ピ
タ
ル
 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
 

ナ
ン
ヤ
ン
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
 

ミ
ャ
ン
マ
ー
 

ヤ
ン
ゴ
ン
看
護
大
学
・
 

ヤ
ン
ゴ
ン
医
療
技
術
大
学
 

特
集
3

海
外
保
健
福
祉
事
情
 ミ
ャ
ン
マ
ー
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
 

特
集
3

海
外
保
健
福
祉
事
情
 ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
 

 



　
一
〇
月
一
〇
〜
一
一
日
、
月
華
祭
が
開
催

さ
れ
た
。
今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、
 

『
一
咲
合
彩
（
い
っ
さ
い
が
っ
さ
い
）
』
。
 

　
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、
一
致
団
結
し
よ
う

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
 

　
一
日
目
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ

運
動
会
を
は
じ
め
、
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
ダ
ン
ス
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
エ
イ
サ
ー
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。

焼
き
そ
ば
、
た
こ
焼
き
、
か
ら
あ
げ
な
ど
の

屋
台
が
多
数
出
店
し
、
地
域
の
方
々
も
お
祭

り
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
同
日
開
催
さ
れ
、
入
試
対

策
講
座
や

学
科
体
験

コ
ー
ナ
ー

に
多
く
の

高
校
生
や

保
護
者
が

真
剣
な
ま

な
ざ
し
で

参
加
し
て

い
た
。
 

　
二
日
目
は
、

本
学
の
梅

村
創
教
授
（
高
木
病
院
臨
床
検
査
部
長
、
同

臨
床
微
生
物
・
遺
伝
子
検
査
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

に
よ
る
特
別
講
演
会
「
遺
伝
子
検
査
で
わ
か

る
こ
と
 

〜
こ
れ
か
ら
の
臨
床
検
査
技
師
の
役

割
〜
」
に
多
く
の
方
が
耳
を
傾
け
た
。
 

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
幻
想
的
な
灯
明
が
大

川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
〇
周
年
記
念
を
華
や
か

に
彩
っ
た
。
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キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 
●
小
田
原
　

●
福
岡
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

●
大
川
　

●
大
学
院
 

小
田
原
 

第36回 　
一
〇
月
五
日
、
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
講
堂
に

て
理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
・
言
語
聴

覚
学
科
の
四
年
生
を
対
象
に
学
内
就
職
説
明
会

を
開
催
し
た
。
 

　
午
前
の
部

に
四
八
施
設
、

午
後
の
部
に

五
五
施
設
、

計
一
〇
三
施

設
も
の
病
院

や
企
業
が
参

加
し
た
。
福

岡
県
内
は
も

ち
ろ
ん
、
東

京
か
ら
み
え

た
企
業
の
人

事
担
当
者
も

お
り
、
本
学

の
学
生
に
対

す
る
期
待
の

高
さ
が
う
か

が
わ
れ
た
。

こ
の
説
明
会
を
き
っ
か
け
に
就
職
先
を
決
定
し

た
卒
業
生
も
多
く
、
学
生
は
一
次
面
接
の
よ
う

な
緊
張
感
を
も
っ
て
参
加
し
て
い
た
。
朗
報
が

も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。
 

　
本
学
の
協
定
校
の
一
つ
で
あ
る
、
タ
イ
・

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
が
主
催
し
た
国
際
学
会

「H
ealth Science International C

onfer-
ence 

２
０
１
５
」
に
招
待
さ
れ
た
。
 

　
今
回
の
学
会
は
、
「G

lobal H
ealth Sci-

ence for A
 B
etter Q

uality of Life

」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、

特
に
、
理

学
療
法
・

生
体
医
用

工
学
・
食

品
製
造
技

術
に
焦
点

を
あ
て
、

各
分
野
よ

り
三
名
の

基
調
講
演

者
が
招
聘

さ
れ
た
。

各
分
野
の

教
員
や
臨

床
家
お
よ

び
学
生
を

中
心
に
約

百
数
十
名
が
来
場
す
る
中
、
私
は
理
学
療
法

分
野
の
講
演
を
担
当
し
た
。
 

「U
pdate of Physical Therapy M

anage-
m
ent in M

usculoskeletal  C
ondition

」
 

（
骨
関
節
系
理
学
療
法
に
お
け
る
最
新
知
見
）

を
テ
ー
マ
に
、
骨
関
節
理
学
療
法
に
関
す
る

新
情
報
を
提
供
し
、
実
技
と
し
て
頸
部
・
腰

背
部
痛
に
お
け
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
治
療

技
術
等
を
紹
介
し
た
。
 

　
近
年
、
医
療
の
国
際
化
が
急
速
に
進
ん
で

い
る
。
今
後
も
本
学
を
卒
業
し
た
医
療
従
事

者
が
、
国
内
外
を
問
わ
ず
活
動
・
活
躍
で
き

る
機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
教
職
員
と
も

ど
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。
 

（
東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
　

大
学
院
事
務
局
　

近
納
一
重
） 

（
入
試
学
生
募
集
課
　
井
上
雅
博
）
 

（
入
試
学
生
募
集
課
　
井
上
雅
博
）
 

（
理
学
療
法
学
科
　
講
師
 
宮
森
隆
行
）
 

（
教
授
・
学
生
委
員
長
 
今
村
桃
子
）
 

●参加者に実技を施している様子 

●基調講演者との集合写真（前段右端が宮森講師） 

●個別進学相談会の様子 

●天野大学院長によるご挨拶 

●約3000個の灯明がエンディングを幻想的に飾った 

●真剣なまなざしで説明会に参加する学生たち 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
 

開
催
 

第
一
一
回
月
華
祭
 

開
催
 

第
七
回
蓮
翔
祭
　

開
催
 

学
内
就
職
説
明
会
 

開
催
 

「H
e
a
lth
  S
c
ie
n
c
e
   

  In
te
rn
a
tio
n
a
l C
o
n
fe
re
n
c
e
 

  

２
０
１
５
」
で
講
演
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

第10回 

大
学
院
 

C a m p u s  r e p o r tC a m p u s  r e p o r t

 

●盛況だったサークルの屋台 

●特別講演会には香山リカ氏が登場 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

福
岡
 

第26回 　
一
〇
月
一
〇
日
、「
蓮
翔
祭
」
を
開
催
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
繋
 

〜
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
〜
」
。

学
祭
を
通
し
て
、
在
学
生
や
地
域
の
方
々
と
の

交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
た
。
 

　
看
護
体
験
で
の
一
次
救
命
処
置
の
体
験
や
血

圧
測
定
、
国
際
交
流
ブ
ー
ス
の
パ
ネ
ル
展
示
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
屋
台
、
な
ど
多
彩
な
催
し

を
用
意
し
た
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
同
日

開
催
で
、
高
校
生
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
の

協
力
も
あ
り
、
元
気
あ
ふ
れ
る
開
催
と
な
っ
た
。
 

　
看
護
体
験
で
は
、
地
域
交
流
委
員
の
学
生
が

主
体
と
な
っ
て
丁
寧
に
指
導
を
行
っ
た
。
来
場

者
か
ら
「
た
め
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
、
健
康
に
つ
い
て
学
ぶ
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。
 

　
特
別
講
演
会

で
は
精
神
科
医

の
香
山
リ
カ
氏

が
「
迷
っ
て
ば

か
り
い
る
あ
な

た
が
う
ま
く
い

く
法
則
」
と
題

し
て
講
演
を
行

っ
た
。
ご
自
身

の
体
験
談
や
人

の
癖
を
も
と
に
、
迷
い
の
解
消
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
さ
れ
た
。
参
加
者
は
熱
心
に
メ
モ
を
取

る
な
ど
、
話
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
 

　
メ
ー
ン
会
場
で
は
バ
ン
ド
演
奏
か
ら
始
ま
り
、

う
た
う
ま（
の
ど
自
慢
）、
ミ
ス
・
ミ
ス
タ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
、
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
た
。
恒
例
企

画
の
男
装
・
女
装
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
観
客
席

へ
の
ア
ピ
ー
ル
や
学
生
の
変
身
ぶ
り
に
驚
か
さ

れ
、
歓
喜
雀
躍
で
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
た
。
 

　
サ
ー
ク
ル
に
よ

る
屋
台
で
は
、カ
レ

ー
ラ
イ
ス
、焼
き
そ

ば
、
肉
巻
き
お
に

ぎ
り
、た
こ
焼
き
、

フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、

か
ら
あ
げ
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
や
ジ

ュ
ー
ス
フ
ロ
ー
ト

な
ど
例
年
よ
り
品
数
も
増
え
、
毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
綿
菓
子
の
無
料
配
布
も
好
評
で
あ
っ
た
。
 

　
実
行
委
員
長
を
務
め
た
田
中
絵
李
捺
さ
ん

（
看
護
学
科
二
年
）
か
ら
「
学
祭
初
の
女
性
委
員

長
と
し
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
し
た
が
、

当
日
は
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
つ
つ
も
、
皆
で
協
力

し
合
い
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
後

輩
か
ら
『
楽
し
か
っ
た
』
と
の
声
を
聞
い
た
と

き
は
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
来
年
は
よ
り

よ
い
学
祭
を
創
り
あ
げ
て
ほ
し
い
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
発
せ
ら
れ
、
次
年
度
は
先
輩
か
ら
の

意
志
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待
で

き
そ
う
だ
。
 

　
最
後
に
こ
の
「
蓮
翔
祭
」
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
感
謝
し
、
今
後
は
蓮
の
花
の
よ

う
に
清
ら
か
に
優
し
く
、
凛
と
し
て
看
護
の
道

に
精
進
す
る
学
生
ら
に
、
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
九
月
一
二
日
、
大
学
院
の
東
京
青
山
・
大

田
原
・
小
田
原
・
福
岡
の
四
キ
ャ
ン
パ
ス
を

同
時
双
方
向
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
で
結
び
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
し
た
。
当
日

は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
あ
わ
せ
て
一
九
〇
名
が
参

加
し
、
大
学
院
で
実
施
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
過
去
最
多
の
参
加
者
と
な
っ
た
。
 

　
午
前
と
午
後
の
二
部
構
成
で
、午
前
は
天
野

隆
弘
大
学

院
長
、
午

後
は
臨
床

心
理
学
専

攻
の
亀
口

憲
治
専
攻

主
任
の
挨

拶
に
始
ま
り
、

大
学
院
の

特
長
、学
生

生
活
、入
試

の
説
明
に

続
き
、
各

分
野（
専
攻
、

研
究
科
）に

わ
か
れ
て

の
個
別
進

学
説
明
会
を
開
催
し
た
。
 

　
説
明
会
は
各
分
野
・
専
攻
・
研
究
科
で
実

際
に
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
教
員
に
よ
り
行
わ
れ
、

集
団
説
明
会
や
個
別
相
談
、
模
擬
授
業
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
て
参
加
者
に
ア
ピ

ー
ル
し
た
。
ま
た
、
分
野
に
よ
っ
て
は
在
学
生
・

修
了
生
も
参
加
し
、

学
生
の
生
の
声
も

聞
け
る
貴
重
な
機

会
と
な
っ
た
。
 

　
午
前
の
部
と
午

後
の
部
の
間
に
は
、

特
定
行
為
看
護
師

養
成
分
野（
旧
ナ

ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ

シ
ョ
ナ
ー
養
成
分

野
）の
教
員
・
院

生
に
よ
る
救
命
講

習
会
が
催
さ
れ
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参

加
者
の
有
志
が
参
加
し
た
。
大
学
院
が
所
有

す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
機
器
を
用
い
、
喉
に
詰

ま
っ
た
も
の
を
除
去
す
る
ハ
イ
ム
リ
ッ
ク
法
や
、

気
管
内
挿
管
、
胸
骨
圧
迫
、
自
動
体
外
式
除

細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
い
方
な
ど
を
実
際

に
体
験
し
た
。
 

　
今
年
度
よ
り
東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

留
学
生
、
入
試
、
学
生
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
加
え
、

本
学
グ
ル
ー
プ
で
働
き
な
が
ら
大
学
院
で
学

び
た
い
人
の
た
め
に
就
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
る
な
ど
、
幅
広
く
学
生
を
受
け
入
れ
る

た
め
の
取
り
組
み
を
展
開
し
た
。
本
格
的
な

入
学
試
験
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
大
学
院
の
各

分
野
・
専
攻
・
研
究
科
で
は
説
明
会
や
授
業

見
学
会
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、
実
施

し
て
い
る
。
大
学
院
進
学
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
は
、
随
時
大
学
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

第40回 

大
川
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キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 
●
成
田
　

●
塩
谷
看
護
専
門
学
校
 

成
田
 

第1回 　
一
〇
月
一
二
日
、
公
津
の
杜
駅
前
ロ
ー
タ
リ

ー
で
「
公
津
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
た
。
会

場
は
足
場
が
と
れ
た
ば
か
り
の
成
田
キ
ャ
ン
パ

ス
の
目
の
前
で
あ
り
、
本
学
は
昨
年
に
引
き
続

い
て
協
賛
し
、
ブ
ー
ス
を
設
け
て
参
加
し
た
。
 

　
用
意
し
た
三
〇
〇
部
の
資
料
は
な
く
な
り
、

成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
わ
れ
た
。
キ
ッ
ズ
向
け
企
画
「
体
の
音
を

き
い
て
み
よ
う
！
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
一
〇

〇
名
以
上
が
体
験
し
、
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ト
を

着
た
子
ど
も
た
ち
が
、
着
任
予
定
の
看
護
教

員
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、

心
臓
の
位
置

を
確
か
め
、

真
剣
に
鼓
動

を
聞
い
て
い
た
。

ブ
ー
ス
の
前

は
保
護
者
に

よ
る
記
念
撮

影
で
終
始
賑

わ
い
、
「
子

ど
も
の
将
来
の
進
学
先
は
、
本
学
と
決
め
て

い
る
」
、
「
医
学
部
の
設
置
を
期
待
し
て
い

る
」
と
い
っ
た
声
も
耳
に
し
た
。
主
催
者
か

ら
は
「
来
年
は
、
ぜ
ひ
学
生
さ
ん
に
フ
ェ
ス

タ
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
の
期
待
が
寄
せ

ら
れ
た
。
 

　
成
田
看
護

学
部
・
成
田

保
健
医
療
学

部
の
一
期
生

の
入
試
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
特

待
奨
学
生
、

高
校
推
薦
、

帰
国
生
徒
特

別
選
抜
、
第

一
回
社
会
人
・
留
学
生
特
別
選
抜
の
入
試
が
成

田
市
内
の
施
設
を
試
験
場
と
し
て
す
で
に
実
施

さ
れ
た
。
今
後
は
一
二
月
一
三
日
に
成
田
キ

ャ
ン
パ
ス
を
試
験
場
と
し
て
、
特
待
生
特
別

選
抜
入
試
が
実
施
さ
れ
る
。
建
物
が
引
き
渡

さ
れ
た
あ
と
の
一
一
月
半
ば
か
ら
、
什
器
や

備
品
類
を
整
備
し
て
お
り
、
こ
の
特
待
奨
学

生
特
別
選
抜
入
試
で
、
多
く
の
受
験
生
が
足

を
運
ん
で
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
は
、
校
舎
内
に
多

く
の
人
を
迎
え
入
れ
る
最
初
の
行
事
で
あ
り
、

準
備
室
全
体
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
。
 

 

　
一
〇
月
二
日
、
本
校
の
秋
の
風
物
詩
で
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
た
。
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
の
浅
田
真
央
選
手
の
競
技
復
帰
、

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
歴
史
的
大
勝
利
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
の
話
題
に
事
欠
か
な
い
今
日
こ
の

頃
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
得
意

な
種
目
で
身
体
能
力
を
披
露
で
き
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
運
動
神
経
と
は
縁
の
な

い
私
に
と
っ
て
は
、
な
ん
と
も
う
ら
や
ま
し

い
か
ぎ
り
…
。
 

　
選
手
が
そ
の
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
要

因
の
一
つ
と
し
て
応
援
が
あ
る
。
私
が
知
り

得
る
限
り
、
今
年
は
応
援
に
一
段
と
熱
の
入

っ
た
大
会
だ
っ
た
。
声
が
か
れ
る
ま
で
大
声

を
出
す
学
生
、
拳
を
握
り
し
め
て
じ
っ
と
見

守
る
学
生
な
ど
、
初
め
は
個
々
の
ス
タ
イ
ル

で
応
援
し
て
い
た
。
し
か
し
、
競
技
が
進
む

に
つ
れ
て
自
然
発
生
的
に
ク
ラ
ス
全
員
に
よ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
変
化
し
て
い
き
、
会

場
は
応
援
合
戦
の
嵐
に
包
ま
れ
た
。
三
学
年

が
そ
れ
ぞ
れ
団
結
し
て
い
る
光
景
に
教
員
は

感
激
し
、
「
日
常
も
こ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」

と
願
っ
た
。
 

　
特
に
、
良
く
も
悪
く
も
お
と
な
し
く
、
こ

れ
が
学
習
態
度
に
も
影
響
し
て
い
る
三
年
生

が
団
結
し
て
い
る
姿
に
は
感
無
量
だ
っ
た
。

大
会
前
に
三
年
生
の
一
部
か
ら
「
総
合
優
勝

を
め
ざ
し
た
い
」
と
珍
し
く
意
欲
あ
る
言
葉

が
聞
か
れ
た
。
そ
れ
は
国
家
試
験
に
向
け
て

危
機
感
が
乏
し
く
、
ま
と
ま
り
の
な
い
ク
ラ

ス
が
団
結
す
る
た
め
に
は
こ
れ
が
最
後
の
チ

ャ
ン
ス
で
あ
り
、
総
合
優
勝
が
そ
の
起
点
と

な
る
と
の
理
由
で
あ
っ
た
。
そ
の
言
葉
通
り
、

競
技
者
も

応
援
者
も

一
つ
に
な

っ
て
、
見

事
に
有
言

実
行
を
果

た
し
た
。
 

　
応
援
は

一
種
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン

で
あ
る
。

単
に
激
励

す
る
の
で

は
な
く
、

競
技
者
を

発
奮
さ
せ

る
た
め
に
、

自
然
に
声

を
か
け
る

タ
イ
ミ
ン
グ
や
言
葉
を
選
ん
で
い
る
。
一
得

点
に
一
喜
一
憂
す
る
姿
は
、
ク
ラ
ス
全
員
に

よ
る
共
感
行
動
と
い
え
る
。
こ
の
団
結
力
が

継
続
で
き
る
よ
う
に
教
員
は
学
生
の
応
援
団

と
な
っ
て
、
「
君
た
ち
は
や
れ
ば
で
き
る
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
続
け
よ
う
。
あ
と
は
、
学

習
へ
の
集
中
力
が
高
ま
る
よ
う
„
五
郎
丸
ポ

ー
ズ
“
に
匹
敵
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
チ
ン

ワ
ー
ク
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。
 

（
Ｆ
Ｄ
委
員
会
事
務
局
 
小
林
季
幸
）
 

（
留
学
生
別
科
 
三
浦
克
之
）
 

（
開
設
準
備
室
　
綿
貫
尚
子
）
 

（
教
務
部
 
村
上
貴
子
）
 

●あー、聞こえた！ 

●ロータリー側から見た校舎の全景 

●北島政樹学長、糸山泰人副学長も参加した 

●基調講演をする千葉大学・酒井先生 

●成田空港での入国直後の様子 ●留学生の合唱も披露された懇親会 

●入学式を終え、全員で記念写真 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
 

キ
ャ
ン
パ
ス
の
オ
ー
プ
ン
に
 

向
け
て
 

「
公
津
フ
ェ
ス
タ
」
に
参
加
 

C a m p u s  r e p o r t

 

●子どもたちが大学をバックに記念撮影 

●総合優勝の3年生、アッパレ!

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
 

第18回 　
九
月
一
五
日
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
を
発

信
源
と
し
た
遠
隔
シ
ス
テ
ム
利
用
の
合
同
教

員
研
修
会
を
開
催
し
、
教
員
二
八
九
名
が
参

加
し
た
。
二
○
回
目
と
な
る
教
員
研
修
会
は
、

授
業
や
研
究
の
場
な
ど
で
教
員
が
共
通
に
抱

え
る
問
題
や
悩
み
に
つ
い
て
、
と
も
に
考
え

情
報
交
換
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
 

　
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
医
療
福
祉
分
野
に

お
け
る
高
等
教
育
の
あ
り
か
た
―
学
生
の
主

体
性
を
引
き
出
す
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
力

を
高
め
る
―
」。「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

（
講
演
者
 

天
野
隆
弘
大
学
院
長
）と「
関
連
職

種
連
携
教
育
」（
講
演
者
 

千
葉
大
学
 

酒
井
郁

子
先
生
）の
講
演
に
続
き
、
講
演
者
と
各
キ
ャ

ン
パ
ス
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表
者
に
よ
り
、

講
演
を
基
調
と
し
た
討
論
会
が
行
わ
れ
た
。
 

　
そ
の
中
で
、
千
葉
大
学
大
学
院
看
護
学
研

究
科
附
属
専

門
職
連
携
教

育
研
究
セ
ン

タ
ー
長
の
酒

井
先
生
よ
り
、

関
連
職
種
連

携
教
育
に
つ

い
て
基
調
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
千
葉
大
学
の

関
連
職
種
連
携
教
育
は
、
千
葉
大
学
亥
鼻
キ
ャ

ン
パ
ス
で
亥
鼻
Ｉ
Ｐ
Ｅ
と
し
て
、
医
学
部
・
看
護

学
部
・
薬
学
部
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。同
セ
ン
タ

ー
は
、
亥
鼻
Ｉ
Ｐ
Ｅ
の
企
画
運
営
を
は
じ
め
、

専
門
職
連
携
に
関
す
る
教
育
、
実
践
お
よ
び
研

究
を
発
展
・
進
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
組

織
化
さ
れ
た
。
関
連
職
種
連
携
教
育
の
本
質
に

つ
い
て
の
言
及
か
ら
始
ま
り
、
基
礎
教
育
で
何

を
学
習
支
援
す
る
か
、

関
連
職
種
連
携
を
実

践
す
る
う
え
で
何
を

教
育
支
援
す
る
か
を
、

経
験
を
も
と
に
講
演

い
た
だ
き
、
亥
鼻
Ｉ

Ｐ
Ｅ
の
今
後
の
展
開

と
課
題
に
よ
り
締
め

く
く
ら
れ
た
。
 

　
本
学
は
医
療
福

祉
の
総
合
大
学
と

し
て
、
い
ち
早
く
職
種
間
連
携
の
重
要
さ
に
着

目
し
、
学
生
の
う
ち
に
「
チ
ー
ム
医
療
・
チ
ー

ム
ケ
ア
」
の
実
践
を
体
験
す
る
独
自
の
関
連
職

種
連
携
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
お
り
、
「
関
連
職
種
連
携
ワ
ー
ク
」
で
は

異
な
る
専
門
職
を
め
ざ
す
学
生
が
チ
ー
ム
を
作

り
、
ひ
と
つ
の
症
例
を
も
と
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
に
よ
っ
て
「
チ
ー
ム
医
療
・
チ
ー
ム
ケ
ア
」

を
学
ぶ
問
題
解
決
型
体
験
学
習
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
が

行
わ
れ
て
い
る
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
よ
る
学
修
展
開
は
、

教
員
が
専
門
領
域
を
問
わ
ず
指
導
す
る
体
制
を

構
築
し
学
修
を
支
援
す
る
の
で
、
本
研
修
の
副

題
で
あ
る
「
学
生
の
主
体
性
を
引
き
出
す
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
力
」
が
求
め
ら
れ
る
。
 

　
こ
の
研
修
が
教
員
の
自
己
研
鑽
の
一
助
と

な
り
、
本
学
の
教
育
力
の
向
上
と
教
職
員
の

価
値
の
共
有
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
 

　
一
〇
月
二
〇
日
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
、
北
島
政
樹
学
長
、
丸
山
仁
司
副
学
長
、

糸
山
泰
人
副
学
長
、丸
木
一
成
常
務
理
事
、小
林

一
也
事
務
局
長
、
留
学
生
別
科
教
員
ほ
か
関
係

職
員
出
席
の
も
と
、「
平
成
二
七
年
度
 

国
際
医

療
福
祉
大
学
 

留
学
生
別
科
 

秋
季
入
学
式
」を

挙
行
し
た
。
 

　
留
学
生
別

科
は
、
日
本

語
を
母
語
と

し
な
い
学
生

が
日
本
語
を

習
得
し
、日
本

事
情
・
文
化
等

の
理
解
を
深

め
る
た
め
の

教
育
を
行
う

こ
と
を
目
的

に
本
年
四
月

に
設
置
さ
れ
た
。

一
〇
月
開
講

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
た
結
果
、
第
一
期

生
と
し
て
一
四
名（
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
男
性
四
名
・
女

性
九
名
、タ
イ
人
女
性
一
名
）が
入
学
し
た
。
 

　
北
島
学
長
か
ら
、
本
学
の
特
長
で
あ
る
関
連

職
種
連
携
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
「
歴
史
的
に
も
由
緒
あ
る
こ
の
大
田
原
の

地
で
し
っ
か
り
勉
学
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
激

励
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
留
学
生
を
代
表

し
て
ア
ユ
バ
ン
 

ジ
ェ
リ
ー
べ
ル
 

ジ
ュ
ニ
ア
 

オ
ガ
ハ
ヨ
ン
さ
ん（
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
男
子

留
学
生
）よ
り
、「
留
学
の
実
現
の
た
め
こ
れ
ま

で
支
え
て
く
れ
た
家
族
の
思
い
に
応
え
る
た
め

に
も
、
し
っ
か
り

が
ん
ば
り
た
い
」

と
の
力
強
い
宣
誓

が
あ
っ
た
。
 

　
役
職
者
お
よ
び

教
職
員
紹
介
で
は
、

出
席
者
か
ら
留
学

生
に
対
し
て
温
か

い
挨
拶
が
あ
っ
た
。
 

　
入
学
式
の
後
は
、

会
場
を
レ
ス
ト
ラ
ン
・
オ
ー
ブ
に
移
し
て
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
留
学
生
に
よ
る
日
本

語
で
の
自
己
紹
介
、
留
学
を
実
現
さ
せ
た
現

在
の
心
境
、
将
来
へ
の
思
い
を
重
ね
た
英
語

の
歌
「The Journey

」
の
感
動
的
な
合
唱
な

ど
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
さ
ら
に
懇

親
を
深
め
た
。
 

　
天
候
に
恵
ま
れ
、

四
季
桜
が
咲
く
中
、

留
学
生
別
科
の
船
出
に

ふ
さ
わ
し
い
一
日
と
な

っ
た
。
本
科
留
学
生
第

一
期
生
と
し
て
こ
れ
か

ら
学
ぶ
知
識
、
経
験
、

感
動
が
、
彼
ら
に
よ
っ

て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
発
信

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
来
春
以
降
さ
ら
な
る
留

学
生
の
入
学
者
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
 

塩
谷
看
護
 

専
門
学
校
 

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 
留
学
生
別
科
 

留
学
生
別
科
入
学
式
を
開
催
 

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 

合
同
教
員
研
修
会
を
開
催
 

ト
ピ
ッ
ク
ス
 

T o p i c s

：
 

：
 



ト
ピ
ッ
ク
ス
 

ト
ピ
ッ
ク
ス
 

　
去
る
五
月
七
日
、
保
健
医
療
学
部
第
二
代
看

護
学
科
長
の
中
西
睦
子
先
生
が
逝
去
さ
れ
、
九

月
二
六
日
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
有
志
に

よ
る
「
偲
ぶ
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら

多
く
の
看
護
教

育
者
や
看
護
管

理
者
が
参
加
し
、

高
知
県
立
大
学

学
長
南
裕
子
先

生
の
司
会
の
も

と
、
本
学
は
じ

め
こ
れ
ま
で
中
西
先
生
が
教
鞭
を
と
ら
れ
た
大

学
の
卒
業
生
や
修
了
生
が
先
生
と
の
思
い
出
を

語
っ
た
。
時
に
厳
し
く
も
あ
り
な
が
ら
、
看
護

に
携
わ
る
者
へ
の
慈
愛
に
満
ち
た
先
生
の
在
り

し
日
を
彷
彿
さ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
終
始
日

本
の
看
護
界
を
牽
引
さ
れ
続
け
て
こ
ら
れ
た
中

西
先
生
に
、
敬
意
を
表
す
る
内
容
だ
っ
た
。
 

　
遺
作
と
な
っ
た
『
異
端
の
看
護
教
育
』
（
写

真
）
に
も
触
れ
ら

れ
た
。
こ
れ
は
、

長
年
看
護
教
育
に

携
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
先
生
の
体
験
的

な
ジ
レ
ン
マ
を
通
し
て
、
後
に
続
く
多
く
の

看
護
者
に
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
託
す
重
み
の

あ
る
著
書
で
あ
る
。
私
も
大
学
院
生
と
し
て

ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、

改
め
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 　
一
〇
月
一
〇
日
、
鳩
山
二
郎
・
大
川
市
長
、

服
部
誠
太
郎
・
福
岡
県
副
知
事
な
ど
約
四
〇
〇

人
が
出
席
し
て
、
「
お
お
か
わ
交
流
プ
ラ
ザ
」

完
成
記
念
式
典
を
行
っ
た
。
 

　
当
プ
ラ
ザ
は
、「
地
元
に
映
画
館
が
ほ
し
い
」、

「
本
格
的
な
書
店
や
カ
フ
ェ
が
少
な
い
」と
い

う
学
生
の
声
を
き
っ
か
け
に
、
国
際
医
療
福
祉

大
学
・
高
邦
会
グ
ル
ー
プ
百
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
着
手
さ
れ
た
。
四
月
よ
り
、「
認
定

こ
ど
も
園
高
邦
キ
ッ
ズ
ハ
ウ
ス
」、大
川
市
委
託

事
業「
高
邦
病
児
保
育
室
」、「
有
明
ク
リ
ニ
ッ

ク
 
お
お
か
わ
交
流
プ
ラ
ザ
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」、「
積
文
館
書
店
・
ド
ト

ー
ル
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
」が
順
次
オ
ー
プ
ン

し
、
大
川
市
に
と
っ
て
約
四
〇
年
ぶ
り
と
な
る

映
画
館
「
大
川
シ
ネ
マ
ホ
ー
ル
」
の
営
業
開
始

を
も
っ
て
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン

を
迎
え
た
。
 

　
高
木
邦
格
理

事
長
が
、「
市
民

の
文
化
的
交
流

の
拠
点
に
」
と

挨
拶
。
続
い
て
、

川
崎
隆
生
・
西
日
本
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、
女
優
の
檀
ふ
み

さ
ん
、
映
画
評
論
家
で
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
矢
野

寛
治
さ
ん
、
鳩
山
市
長
、
本
学
の
和
田
秀
樹
教

授
が
、
「
映
画
の
力
と
地
域
の
再
生
」
を
テ
ー

マ
に
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
い
、
檀
ふ
み
さ
ん

出
演
映
画
「
春
を
背
負
っ
て
」
を
上
映
し
た
。
 

 

●壇ふみさんを迎えた記念フォーラム 
●学科長就任当時の中西先生 

●絆を確かめあった同窓生と教員 

（
看
護
学
科
 
講
師
 
王
麗
華
）
 

（
看
護
学
科
 
講
師
 
鈴
木
美
恵
子
）
 

　
今
年
、
看
護
学
科
創
立
二
〇
年
を
迎
え
、

一
七
回
目
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
。
母
校

の
看
護
学
科
が
こ
う
し
て
看
護
人
材
を
輩
出

し
続
け
て
き
た
こ
と
を
、
第
一
期
生
と
し
て

誇
り
に
感
じ
て
い
る
。
 

　
八
月
二
九
日
、
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
こ
の

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
同
窓
会
「
マ
ロ
ニ

エ
会
」
看
護
学
科
分
科
会
を
開
催
し
た
。
第

一
期
生
の

平
山
香
代

子
氏
に
よ

る
「
私
の

地
域
に
お

け
る
在
宅

療
養
を
支

え
る
多
職

種
連
携
」

の
講
演
を

は
じ
め
、

同
窓
生
と

教
員
が
懐

か
し
い
思

い
出
話
に

花
を
咲
か

せ
、
来
年

も
大
田
原

で
会
う
約

束
を
交
わ

し
た
。
準
備
や
運
営
に
多
く
の
教
員
・
同
窓

生
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
盛
大
な
会
を
開
催

で
き
た
こ
と
に
、
改
め
て
看
護
学
科
の
絆
の

強
さ
を
感
じ
た
。
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（
九
州
地
区
広
報
室
　
神
塚
泰
史
）
 

●受講者はパソコンやヘッドフォンを使って英語に触れた ●開会式の様子 

　
中
級
者
向
け
に
行
っ
た
昨
年
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
公
開
講
座
」
に
続
き
、
今
年
度
は
「
学

び
直
し
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
初
級
レ
ベ
ル

の
英
語
講
座
を

開
講
し
た
。
 

　
「
『
学
生
時

代
は
英
語
の
勉

強
が
好
き
だ
っ

た
け
れ
ど
忘
れ

て
し
ま
っ
た
…
』
、

『
英
語
は
あ
ま

り
得
意
で
は
な

か
っ
た
…
』
と

い
う
方
、
も
う

一
度
英
語
を
学
び
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
公
募
を
始
め
た
と
こ

ろ
、
定
員
を
上
回
る
多
く
の
応
募
を
い
た
だ

い
た
。
 

　
一
〇
月
か
ら
一

一
月
に
か
け
て
四

回
実
施
し
た
講
座

に
は
幅
広
い
年
代

層
の
参
加
が
あ
り
、

中
に
は
母
娘
で
参

加
し
た
、
と
い
う

微
笑
ま
し
い
受
講
生
も
い
た
。
 

　
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
語
学
教
育
部
で
は
今
後

も
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
語
学
講
座
を
企
画
・
実
施
し
て

い
き
た
い
。
 

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 
視
機
能
療
法
学
科
 

元
培
醫
事
科
技
大
学
留
学
生
が
 

四
年
連
続
、視
機
能
療
法
学
科
で
学
ぶ
 

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
 語
学
教
育
部
 

公
開
講
座「
学
び
直
し
の
英
文
法
」
 

開
催
 

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 
看
護
学
科
 

「
第
二
代
看
護
学
科
長
 
 

中
西
睦
子
先
生
を
偲
ぶ
会
」
開
催
 

「
お
お
か
わ
交
流
プ
ラ
ザ
」
 

 完
成
記
念
式
典
 

全
老
健
全
国
大
会
 

看
護
学
科
と
同
窓
生
の
絆
 

T o p i c s T o p i c s

　
九
月
、
台
湾
の
元
培
醫
事
科
技
大
学
の
視
光

系
か
ら
四
年
連
続
で
短
期
留
学
生
三
名
が
来
日

し
た
。
後
期
の
半
年
間
滞
在
し
、
二
年
生
・
三

年
生
と
と
も
に
講
義
と
実
習
に
参
加
す
る
。
 

　
当
初
は
慣
れ
な
い
環
境
に
戸
惑
う
様
子
も
見
ら

れ
た
が
、
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
の
実
習
が
始
ま
る

と
、
漢
字
・
日
本
語
・
英
語
、
と
き
に
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
翻
訳
機
能
ま
で
駆
使
し
て
学
ぶ
真
摯

な
姿
勢
が
印
象
的

だ
っ
た
。
本
学
科

の
学
生
が
ボ
デ
ィ

ラ
ン
ゲ
ー
ジ
を
交

え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
応
え

る
光
景
も
見
ら
れ
、

相
乗
的
に
学
び
な

が
ら
向
上
し
て
い

く
姿
に
頼
も
し
さ

を
感
じ
て
い
る
。
 

　
一
〇
月
二
日
、

国
際
室
の
協
力
の

も
と
、
恒
例
の
学

生
主
体
に
よ
る
歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
、
教
職
員
を

含
め
約
一
○
○
名
が
参
加
し
た
。
日
本
で
の
滞
在

が
実
り
多
い
も
の
と
な
る
よ
う
学
科
を
挙
げ
て
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
日
本
語
ク
ラ
ス
で
語
学

力
の
向
上
を
め
ざ
す
。
留
学
生
と
学
科
学
生
双
方

が
豊
か
な
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
、
両
校
の
交
流

が
、
よ
り
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
 

 

　
九
月
二
日
か
ら
四
日
、
全
国
老
人
保
健
施

設
協
会
が
主
催
す
る
「
第
二
六
回
全
国
老
人

保
健
施
設
大
会
神
奈
川
i
n
横
浜
」
が
開
催

さ
れ
た
。
「
高
齢
者
が
輝
く
未
来
を
」
を
テ

ー
マ
に
、
医
療
・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
テ

ー
マ
と
し
た
記
念
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
等
多
彩
な
企
画
が
用
意
さ
れ
、
約

五
〇
〇
〇
名
の
参
加
者
が
集
っ
た
。
 

　
大
会
開

会
式
で
は
、

マ
ロ
ニ
エ

苑
の
河
原

典
子
相
談

室
室
長
が
、

長
年
に
わ

た
る
老
健

施
設
で
の

功
労
を
評

価
さ
れ
、

介
護
老
人

保
健
施
設

事
業
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
。
 

　
当
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
マ
ロ
ニ
エ
苑
の
横

地
正
之
施
設
長
が
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
座
長
を
務

め
た
ほ
か
、
マ
ロ
ニ
エ
苑
と
水
郷
苑
よ
り
看

護
師
、
介
護
福
祉
士
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
専
門
職
の
八
名
が
参
加
。
業
務
や
研
究
を

通
じ
て
得
た
成
果
を
発
表
し
た
。
事
務
職
か

ら
も
一
〇
名
が
参
加
し
て
各
研
修
会
や
演
題

発
表
を
積
極
的
に
聴
講
し
、
有
意
義
な
大
会

と
な
っ
た
。
 

（
語
学
教
育
部
 
講
師
 
久
好
孝
子
）
 

（
総
務
企
画
部
 
住
谷
亘
）
 

●開会にあたってスピーチする高木理事長 

全
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
校
協
会
 

教
育
研
究
大
会
・
教
育
研
修
会
 

　
全
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
校
協
会
（
高

木
邦
格
理
事
長
）
は
、
八
月
二
六
日
か
ら
二

八
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
「
第
二
八
回
教
育

研
究
大
会
・
教
員
研
修
会
」
を
東
北
文
化
学

園
大
学
（
仙
台
市
）
に
て
開
催
し
た
。「
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の
未
来
に
向
け
て
」を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
各
種
講
演
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
実
施
。
全
国
か
ら
約
五
二
○
名
が

参
加
し
た
。
 

　
東
北
地

方
で
の
開

催
で
あ
っ

た
た
め
、

特
別
報
告

「
東
日
本

大
震
災
時

に
養
成
校

の
教
育
を

ど
の
よ
う

に
守
っ
た

か
」
が
企

画
さ
れ
た
。

ま
た
、
新
た
に
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
参
加
者
は

活
発
な
議
論
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
た
。
口

述
発
表
と
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
あ
わ
せ
て
過
去

最
多
と
な
る
一
六
七
演
題
が
披
露
さ
れ
、
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
 

　
本
学
か
ら
は
六
○
名
の
教
員
が
参
加
し
、

発
表
や
調
査
報
告
を
熱
心
に
行
っ
て
い
た
。
 

 

（
総
務
企
画
部
 
住
谷
亘
）
 

●新館手術室とダ・ヴィンチSi

山
王
病
院
 

新
館
手
術
室
で
 

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
稼
働
開
始
 

　
こ
れ
ま
で
当
院
で
は
、
低
侵
襲
内
視
鏡
手

術
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
各
分
野
で
内
視
鏡
手

術
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
の
た
び
手
術
支
援

ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
に
よ
る
手
術

を
行
う
環
境
を
整
え
、
さ
ら
に
体
制
を
強
化

し
た
。
 

　
今
年
二
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
館
地
下
一

階
手
術
室
に
、「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
S
i
」
を
導
入
。

四
月
に
は
、「
ロ
ボ
ッ
ト（
d
a
 

V
i
n
c
i
 

S
i
）
手
術
認
定
医
」
と
、
日
本
で
数
少
な
い

「
泌
尿
器
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
プ
ロ
ク
タ
ー
（
手

術
指
導
医
）」

の
資
格
を
持

っ
た
大
久
保

秀
紀
泌
尿
器

科
医
長
が
着

任
し
、
七
月

か
ら
前
立
腺

が
ん
を
対
象

に
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
に
よ
る

施
術
を
開
始

し
た
。
 

　
手
術
は
い

ず
れ
も
良
好
な
結
果
を
収
め
て
お
り
、
ア
メ

ニ
テ
ィ
が
充
実
し
た
当
院
に
て
、
最
新
機
器

を
使
用
し
た
経
験
豊
富
な
専
門
医
に
よ
る
手

術
を
受
け
ら
れ
る
と
好
評
で
あ
る
。
今
後
も

よ
り
多
く
の
実
績
を
重
ね
る
べ
く
、
近
隣
医

療
機
関
へ
の
働
き
か
け
に
一
層
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。
 

 

（
総
務
課
 
松
橋
悦
子
）
 

（
視
機
能
療
法
学
科
 
講
師
 
四
之
宮
佑
馬
）
 

●前列左から、新井田孝裕学科長、 俊 さん、陳 希さん、曾 さん 



●
留
学
生
が
見
た
 
母
国
と
日
本
の
保
健
福
祉
事
情
 

国
際
ト
ピ
ッ
ク
ス
 

　
一
〇
月
二
二
日
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
高
官
の
健

康
管
理
を
行
う
政
府
機
関（
特
別
委
員
会
）で
あ

る「
ベ
ト
ナ
ム
健
康
管

理
委
員
会
」の
訪
日
視

察
団
一
行
一
〇
名
が
、

山
王
病
院
、
山
王
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
、

三
田
病
院
を
視
察
し
た
。
 

　
今
回
の
来
日
は
、
ベ

ト
ナ
ム
政
府
高
官
の
診

察
や
治
療
、
さ
ら
に
は

遠
隔
診
断
等
の
国
際
医
療
協
力
を
図
る
の
に
ふ

さ
わ
し
い
、
日
本
の
先
進
医
療
機
関
を
視
察
す

る
こ
と
が
目
的
で
、予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
視
察
し
た
。
 

　
同
日
夜
の
歓
迎
会
に
は
、
高
木
邦
格
理
事
長
、

北
島
政
樹
学
長
、
天
野
隆
弘
大
学
院
長
、
松
谷

有
希
雄
大
学
院
教
授
、

堤
治
山
王
病
院
長
が

出
席
し
、
グ
エ
ン
・
ク

オ
ッ
ク
・
ク
オ
ン
駐
日

ベ
ト
ナ
ム
大
使
閣
下

に
も
特
別
に
ご
出
席

い
た
だ
い
た
。
視
察

団
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、

政
府
高
官
だ
け
が
受

診
す
る
軍
病
院
の
副

病
院
長
等
も
含
ま
れ
、

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
の
連
携
が
期

待
さ
れ
る
。
 

●ベトナム大使閣下も参加された歓迎会 
●三田病院で桂研一郎予防医学 
　センター長の説明を受ける訪日団 

●盛況だった簡易健康診断 

（
国
際
部
 
加
瀬
文
彦
）
 

（
総
務
企
画
部
　
高
野
文
生
）
 

 
本
学
は
、
二
〇
年
以
上
交
流
の
あ
る
ベ
ト
ナ

ム
の
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
と
連
携
し
て
、
日
本
型

の
人
間
ド
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
健
診
セ

ン
タ
ー
を
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
開
設
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
進
め
て
お
り
、
九
月
一
一
日
か
ら
一

三
日
、
同
市
で
開
催
さ
れ
た
「
健
康
長
寿
広
報

展
 

ｉ
ｎ
 

ベ
ト
ナ
ム
」
に
出
展
し
た
。
 

　
こ
の
展
示
会
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
が
主
催
し
、
経

済
発
展
に
伴
っ
て
増
加
す
る
が
ん
や
生
活
習
慣

病
の
予
防
意
識
の
向
上
や
、
日
本
の
健
康
関
連

企
業
等
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
て
い
る
。
日
本
か

ら
は
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
や
健
康
食
品
関
連
企

業
な
ど
、
三
五
社
・
団
体
が
参
加
し
た
。
 

　
本
学
ブ
ー
ス
で
は
、
パ
ネ
ル
展
示
に
加
え
て
、

身
長
・
体
重
・
血
圧
・
骨
密
度
・
心
電
図
等
を

測
定
す
る
簡
易

健
康
診
断
を
実
施
。

三
日
間
で
約
三

〇
〇
名
が
来
場

し
た
。
ま
た
、

ス
テ
ー
ジ
発
表

で
は
、
本
学
お

よ
び
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
説
明
と

と
も
に
肩
こ
り

予
防
体
操
を
紹

介
し
た
。
 

　
今
回
の
出
展
に
よ
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
人
の
健
康

に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。
今
後

も
こ
う
し
た
機
会
を
活
用
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
。
 

 

●キッティマ ワッタナカモルクルさん 
　修士課程2年 生命薬科学専攻 タイ出身 

　
私
は
タ
イ

で
薬
剤
師

資
格
を
取

得
し
ま
し
た
。

薬
剤
師
の

資
格
は
国

ご
と
に
与
え
ら
れ
る
の
で
、タ
イ
の
資
格

は
そ
の
ま
ま
日
本
で
は
通
用
し
ま
せ
ん
が
、

薬
学
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
変

わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
に
来
て
気

が
つ
い
た
こ
と
の
ひ
と
つ
に
、薬
の
有
効

成
分
量
が
あ
り
ま
す
。一
部
の
薬
で
は
、一

回
の
成
分
摂
取
量
が
日
本
の
方
が
少
な

く
、タ
イ
は
欧
米
と
同
じ
量
で
す
。こ
の

違
い
は
副
作
用
を
最
小
化
す
る
た
め
と

聞
き
ま
し
た
。
健
康
保
険
制
度
も
、タ
イ

と
日
本
で
は
仕
組
み
が
大
き
く
違
い
ま
す
。

タ
イ
で
は
緊
急
の
時
以
外
に
、健
康
保

険
証
を
使
え
る
病
院
が
指
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、無

料
で
か
か
れ
る
国
立
病
院
は
い
つ

も
混
ん
で
い
る
の
で
、お
金
に

余
裕
の
あ
る
人
は
、自
費
で

私
立
病
院
に
行
く
と
い
っ
た

事
情
も
あ
り
ま
す
。
 

　
私
は
薬
に
関
連
す
る
医
療
経
済

に
興
味
が
あ
っ
て
、本
学
の
修
士
課
程
に

進
学
し
ま
し
た
。
医
薬
品
や
保
険
制
度

な
ど
、医
療
制
度
に
関
す
る
こ
と
を
経

済
的
な
視
点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
に
よ

り
、た
と
え
ば
、ワ
ク
チ
ン
の
無
償
化
な
ど
、

国
の
施
策
を
決
定
す
る
た
め
の
参
考
に

な
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
、タ
イ
と
日
本

の
二
国
間
か
ら
世
界
的
な
医
療
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
を
見
据
え
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

　
日
本
に
来
る
前
か
ら
、日
本
の
文
化
に

も
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
は
、テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
開
発
能
力
が
高
く
、文
化
を

世
代
か
ら
世
代
へ
伝
え
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
で
す
。
さ
ら
に
、日
本
人
は
ル
ー
ル

を
よ
く
守
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の

と
き
に
は
、被
災
さ
れ
た
方
が
み
な
コ
ン

ビ
ニ
に
整
然
と
並
ん
で
い
る
の
を
テ
レ
ビ

で
見
て
称
賛
さ
れ
ま
し
た
。こ
う
し
た
こ

と
の
背
景
に
あ
る
日
本
人
の
考
え
方
や

要
因
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
は
す
で
に
超
高
齢
社
会
に
入
っ
て
い

ま
す
が
、タ
イ
で
も
高
齢
化
が
す
で
に
始

ま
っ
て
お
り
、こ
れ
か
ら
急
速
に
進
む
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
が
経
験

し
て
き
た
こ
と
や
日
本
社
会
の
ス
タ
イ
ル

の
背
骨
か
ら
、参
考
に
し
た
り
、学
ん
だ
り

で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

　
最
後
に
、現
在
、学
部
で
学

ん
で
い
る
み
な
さ
ん
に
は
、

ぜ
ひ
海
外
を
経
験
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
も
、
単
な
る
観

光
旅
行
で
は
な
く
、

短
期
で
も
い
い
の
で

留
学
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

異
文
化
に
触
れ
、専
門
と
し
て
い
る
薬
学

に
関
し
て
も
、そ
れ
ぞ
れ
国
の
事
情
に
よ

っ
て
異
な
る
側
面
を
持
つ
こ
と
、日
本
と

違
う
と
こ
ろ
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、初
め

て
日
本
の
よ
い
と
こ
ろ
に
気
が
つ
き
ま
す
。

さ
ら
に
、異
な
る
境
遇
を
体
験
す
る
こ
と

で
、自
分
の
実
力
を
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。こ
れ
は
、将
来
に
き
っ
と
役
立
つ

経
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

I n s t i t u t i o n  I n f o r m a t i o n

●
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
●
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
●
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
●
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
●
国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
 

留学生が見た 母国と日本の保健福祉事情 第4回 

IUHW Public Relations Magazine 2015.1117 IUHW Public Relations Magazine 2015.11 16

山
王
病
院
・
三
田
病
院
 

ベ
ト
ナ
ム
健
康
管
理
委
員
会
訪
日
団
が
来
訪
 
「
健
康
長
寿
広
報
展
 

ｉ
ｎ
 

ベ
ト
ナ
ム
」
 

 に
出
展
 

I n t e r n a t i o n a l  T o p i c s

　
一
〇
月
一
八
日
、
栃
木
県
主
催
の
「
平
成
二

七
年
度
健
康
長
寿
と
ち
ぎ
づ
く
り
推
進
県
民
大

会
　
と
ち
ぎ
健
康
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
 

〜
目
指

せ
！
健
康
長
寿
日
本
一
〜
」
が
開
催
さ
れ
、
当

院
看
護
部
の
「
地
域
活
動
チ
ー
ム
」
五
名
が
参

加
し
た
。
 

　
こ
の
催
し
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
健
康
長

寿
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
、

宇
都
宮
市
の
と
ち
ぎ
健
康
の
森
で
開
催
さ
れ
た
。
 

約
三
〇
の
団
体
が
出
展
し
、
五
〇
○
人
以
上
が

来
場
し
た
。
当
院
は
「
触
れ
て
健
康
！
 

健
康
長

寿
情
報
エ
リ
ア
」
に
出
展
し
、
正
し
い
手
洗
い

方
法
を
紹
介
。

ま
た
、蛍
光
塗
料

と
ブ
ラ
ッ
ク
ラ

イ
ト
を
用
い
、

手
洗
い
の
洗
い

残
し
を
視
覚
的

に
確
認
す
る
体

験
も
行
っ
た
。
 

　
当
院
の
ブ
ー

ス
に
は
約
六
〇

人
が
来
場
し
、
「
き
れ
い
に
洗
っ
た
つ
も
り
で

も
、
汚
れ
が
残
っ
て
い
て
驚
い
た
」
、
「
い
つ

も
こ
れ
ほ
ど
丁
寧
に
手
洗
い
を
し
て
い
な
か
っ

た
」
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
た
。
 

　
今
後
も
活
動
を
通
し
、
地
域
の
感
染
予
防
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
。
 

　
当
院
の
聴
覚
・
人
工
内
耳
セ
ン
タ
ー
で
は
難
聴

専
門
外
来
、
補
聴
器
専
門
外
来
を
行
っ
て
い
る
。

人
工
聴
覚
器
の
分
野
で
は
日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

を
誇
り
、
難
聴
遺
伝
子
検
査
・
造
影
剤
を
使
用
し

た
３
Ｔ
‐
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
・
外
リ
ン
パ
瘻
の
診
断
な

ど
の
最
新
の
検
査
と
、
人
工
内
耳
、
骨
導
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
、
残
存
聴
力
活
用

型
人
工
内
耳
、
人
工
中
耳

な
ど
の
手
術
が
可
能
で
あ
る
。

難
聴
患
者
様
の
治
療
の
選

択
肢
は
増
え
て
お
り
、
人

工
聴
覚
器
手
術
を
受
け
た

方
や
難
聴
で
通
院
中
の
方

を
対
象
に
、
定
期
的
に
『
人

工
聴
覚
器
患
者
さ
ん
の
勉

強
会
』
を
開
催
し
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
九
月
に
着
任
し

た
田
村
雄
一
医
師
に
よ
り
、

肺
高
血
圧
症
専
門
外
来
を
開
設
し
た
。
肺
高
血
圧

症
は
全
国
に
数
千
人
し
か
い
な
い
希
少
疾
患
で
、

難
病
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
治
療
法
は
極

め
て
専
門
性
が
高
く
取
り
扱
い
が
難
し
い
た
め
、

対
応
で
き
る
医
師
は
少
な
い
。
田
村
医
師
は
日
本

と
欧
州
で
四
〇
○
例
以
上
の
治
療
に
携
わ
り
、
他

の
病
院
で
治
療
が
困
難
と
さ
れ
た
多
く
の
患
者
様

の
治
療
に
あ
た
っ
て
き
た
。
当
院
で
は
、
患
者
様

向
け
の
勉
強
会
を
開
催
し
、
最
新
の
情
報
提
供
と

と
も
に
、
社
会
的
サ
ポ
ー
ト
、
心
理
的
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
く
。
 

　
九
月
一
〇
日
、
当
院
大
会
議
室
に
お
い
て
、

熱
海
市
「
救
急
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
５
」

が
開
催
さ
れ
た
。
 

　
熱
海
市
は
、
静
岡
県
の
定
め
る
「
救
急
の
日
」

（
九
月
九
日
）
お
よ
び
救
急
週
間
に
合
わ
せ
て
、

救
急
車
の
適
正
利
用
を
啓
発
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
平
成
二
五
年
度
か
ら
救
急
医
療
を
担

う
三
病
院
（
熱
海
所
記
念
病
院
、
南
あ
た
み

第
一
病
院
、
当
院
）
を
中
心
に
、
共
催
で
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。
 

　
当
日
は
、
当

院
救
急
科
の
久

村
正
樹
准
教
授

が
「
救
急
医
療

に
つ
い
て
」
と

題
し
て
講
演
会

を
実
施
。
ま
た
、

熱
海
市
消
防
本

部
が
「
熱
海
市

の
救
急
　
現
状

と
課
題
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
利
用
し
た
救
急
救
命
講
習
を
行
う
な

ど
、
来
場
者
に
救
急
医
療
の
重
要
性
と
適
正
利

用
に
つ
い
て
訴
え
た
。
 

　
参
加
者
か
ら
久
村
准
教
授
や
消
防
隊
員
に

対
し
て
活
発
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、

地
域
の
救
急
医
療
に
役
立
つ
も
の
と
な
っ
た
。
 

 

（
総
務
企
画
課
　
川
井
直
子
）
 

（
総
務
課
 
國
分
さ
や
か
）
 

　
平
成
二
七
年
度
入
職
の
新
人
看
護
師
四
七
名

を
対
象
と
し
た
宿
泊
研
修
を
、
一
〇
月
三
〜
四

日
に
那
須
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
実
施
し
た
。
 

　
研
修
は
、
専
門
職
業
人
と
し
て
の
自
覚
を
深

め
る
接
遇
研
修
、
協
働
を
目
的
と
し
た
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
六
か
月
フ
ォ
ロ
ー

（
振
り
返
り
）
に
加
え
、
今
年
度
は
臨
床
心
理

士
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
講
義
、

エ
ゴ
グ
ラ
ム
に
よ
る
自
己
分
析
、
ス
ト
レ
ス
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
方
法
等
の
研
修
を
行
っ
た
。
 

　
職
場
か
ら
離

れ
た
施
設
で
、

同
期
と
の
情
報

交
換
等
を
行
い

な
が
ら
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
図
り
、
今
後

に
向
け
て
前
向

き
に
取
り
組
む

た
め
の
目
標
を

設
定
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま

た
、
社
会
人
と
し
て
六
か
月
を
迎
え
た
こ
の
時

期
に
、
組
織
（
病
院
）
と
し
て
物
的
・
人
的
に

サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と

で
、
帰
属
意
識
を
よ
り
高
め
る
こ
と
が
で
き
、

職
業
継
続
へ
の
動
機
づ
け
の
機
会
と
し
て
も
得

る
こ
と
の
多
い
研
修
と
な
っ
た
。
 

（
副
看
護
部
長
 
小
川
京
子
）
 

（
総
務
課
 
村
山
京
三
）
 

附
属
病
院
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
 

附
属
病
院
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
 

専
門
外
来
の
勉
強
会
を
開
催
 

「
救
急
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
５
」
 

 開
催
 

●ＡＥＤの使用方法について説明を受ける参加者 

●9月に開催された『人工聴覚器患者さんの勉強会』の様子 

●意外に洗い残しが多くてびっくり！ 

●グループごとにそれぞれ発表を行った 

附
属
病
院
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
 

附
属
病
院
 

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
 

新
人
看
護
師
対
象
の
宿
泊
研
修
を
開
催
 

「
と
ち
ぎ
健
康
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
」
 

　に
参
加
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学べる！役立つ！究める！動画サイト。医療・福祉・介護のエキスパートのあなたへ 

平成27年4月、「医療福祉eチャンネル」「VODライブラリー」がリニューアルしました。 
Windows PC、Mac OS、スマートフォン、タブレット等で視聴可能になりました。 
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●理学療法分野　 
リハ評価指標 温故知新－臨床力レベルアップ－ 

●介護・福祉分野 
自立支援型ケアマネジメント・ 
自立支援介護 

●リハビリテーション共通分野　 
立位・歩行を考える： 
移動障害への 
対応を目指して 

●厚生労働省情報　 
介護人材確保地域戦略会議(第3回) 
(8月20日21日開催)※無料配信 

●医療・福祉・経営実務　 
社会保障の論点  
保健医療福祉政策論 

●乃木坂スクール 
医薬品マネジメント 

●情報BOX　 
納得！カラダ事典(健康に役立つ情報を 
専門医がわかりやすくお教えします) 

●大学授業・副教材　 
文学論、教育学、ボランティア論、国際医療福祉論、生命倫理、医療福祉教養講義、日本近現代史、宗教学、音声障害学、 
ＰＴ動作分析論、生理光学、公衆衛生看護活動、産業看護の基礎、視能訓練学、他 
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詳細・お申し込みは大学院ホームページをご覧ください。 
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配信番組 

フリーダイヤル　0120-870-774　医療福祉eチャンネル お客さま係（月曜～金曜 9:00～17:00） 
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好評配信中 

TOPICS

IUHグループ職員・学生向け動画配信サイト 「国際医療福祉大学VODライブラリー」http://www.ch774.com/student.php

医療福祉専門職として活躍中の卒業生のみなさん、 
大学院でさらなるレベルアップをめざしませんか!  
本学卒業生は入学金が免除となります。 
本学グループ職員対象の奨学金制度もあります。 

本学はキャリアアップをめざす医療福祉職の方々を支援するため、大学院進学をはじめとするさまざまな学習の場を提供しています。 

学内推薦入試・ 
入学金免除・奨学金制度あり 

IUHW Graduate School Information

国際医療福祉大学大学院の課程編成 

大学院入試に関するお問い合せは入試事務室まで（TEL：0287‐24‐3200） 

「働きながら大学院で学びたい」 
社会人が学びやすい3つの特長 

各分野で進学説明会を実施中 

2016年度 入学生募集 

生 涯学習 の ご 案 内  

大学院 

大田原、東京青山、小田原、熱海、福岡、大川に6つの 
キャンパスを開設しています。 

医療福祉学研究科 

薬科学研究科 薬学研究科 

保健医療学専攻 医療福祉経営専攻 

臨床心理学専攻 

●看護学分野  

●特定行為看護師養成分野 

　（旧ナースプラクティショナー養成分野）  

●助産学分野  

●理学療法学分野  

●作業療法学分野  

●言語聴覚分野  

●視機能療法学分野  

●福祉支援工学分野  

●リハビリテーション学分野  

●放射線・情報科学分野  

●生殖補助医療胚培養分野 

●医療福祉教育・管理分野 

生命薬科学専攻 
●生命薬学分野  
●医療薬学分野 

保健医療学専攻 
●看護学分野  
●助産学分野  
●理学療法学分野  
●作業療法学分野  
●言語聴覚分野  
●視機能療法学分野  
●福祉支援工学分野  
●リハビリテーション学 
　分野  
●放射線・情報科学分野  
●生殖補助医療胚培養分野  
●医療福祉経営学分野  
●診療情報管理・ 
　分析学分野  
●医療福祉国際協力学 
　分野  
●先進的ケア・ネットワーク  
　開発研究分野  
●医療福祉学分野  
●医療福祉ジャーナリズム  
　分野  
●医療福祉心理学分野 

●医療経営管理分野  

●診療情報アナリスト養成分野 

●医療福祉国際協力学分野  

●先進的ケア・ネットワーク  

　開発研究分野  

●医療福祉学分野  

●医療福祉ジャーナリズム 

　分野 

修士課程 

（本学卒業生及び卒業見込者対象） 

修士課程 

医療・生命薬学専攻 

博士課程（4年制） 

博士課程 

①キャンパス 

多くの授業を平日の夕方以降と土曜日の昼間に 
行っています。 ②カリキュラム 

複数のキャンパスでリアルタイムに受講できます。 
質問やディスカッションといった同時双方向の 
コミュニケーションが可能です。 

③同時双方向 
　遠隔授業 

助産学分野、福祉支援工学分野、診療情報アナリスト養成分野、医療経営管
理分野など、複数の分野で進学説明会を予定しています。進学をご検討さ
れている方、興味を持たれている方はぜひご参加ください。 
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●理学療法学科分科会の様子 

●同窓会への期待を語る北島学長と上田マロニエ会代表幹事 

●多くの同窓生が出席した 

●特製弁当（笑顔付き）を販売！ ●肌年齢測定中。数値に一喜一憂 
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★
住
所
等
が
変
更
に
な
っ
た
同
窓
生
へ（
お
願
い
） 

　
今
後
も
同
窓
会
か
ら
の
各
種
ご
案
内
を
お
送
り

す
る
た
め
に
、住
所
・
勤
務
先
・
氏
名
等
の
変
更
の
際

に
は
、お
手
数
で
す
が
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
一
報

く
だ
さ
い
。 

　
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。ま
た
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
ご
利
用

の
方
は
、左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

（
お
使
い
の
携
帯
機
種
に
よ
り
サ
ー
バ
ー
に
接
続
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。デ
ー
タ
を
送
信
で
き
な
い
場
合
は
、お
手
数

で
す
が
、パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
） 

 
同
窓
会
「
マ
ロ
ニ
エ
会
」
事
務
局
 

栃
木
県
大
田
原
市
北
金
丸2
6
0
0
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国
際
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療
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祉
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学
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第
一
回
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ（
福
岡
保
健
医
療
学
部
）
 

野
球
部
Ｏ
Ｂ
主
催
勉
強
会
　
開
催
報
告
 

　
海
外
の
大
学
ま
た
は
研
究
機
関
に
留
学
す
る
本

学
卒
業
生（
修
了
生
）に
対
し
て
、財
政
的
な
援
助

を
行
う
奨
学
金
制
度
で
す
。現
在
、一
名
の
同
窓
生

が
渡
英
留
学
の
た
め
奨
学
生
と
な
っ
て
お
り
、次
年

度
も
引
き
続
き
募
集
い
た
し
ま
す
。 

　
募
集
期
間
は
、平
成
二
七
年
一
二
月
か
ら
平
成
二

八
年
三
月
末
日
で
す
。応
募
に
関
す
る
詳
細
情
報

や
応
募
書
類（
所
定
様
式
）は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
で
き
ま
す
の
で
、海
外
留
学
を
ご
検
討
の

同
窓
生
は
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

　
一
〇
月
一
八
日
、福
岡
保
健
医
療
学
部
野
球

部
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
勉
強
会
を
開
催
し
、野
球
部
へ
の

寄
付
を
募
り
ま
し
た
。講
義
内
容
は「
肩
の
評
価

に
つ
い
て
」、「
投
球
と
理
学
療
法
に
つ
い
て
」、「
Ａ

Ｃ
Ｌ
の
術
後
リ
ハ
と
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェッ
ク
」、「
メ
デ
ィ

カ
ル
チ
ェッ
ク
と
ト
レ
ー
ナ
ー
活
動
報
告
」、「
ラ
ン
ニ

ン
グ
障
害
に
対
す
る
理
学
療
法
」の
五
つ
。次
年
度

以
降
も
福
岡
保
健
医
療
学
部
野
球
部
へ
の
支
援

を
目
的
に
同
窓
会
活
動
の
一
環
と
し
て
継
続
す
る

予
定
で
す
。 

　
一
〇
月
一
〇
日
、一
一
日
、同
窓
会
九
州
支
部

会
で
は
、福
岡
保
健
医
療
学
部
大
学
祭「
月
華
祭

（
げ
っ
か
さ
い
）」に
出
店
参
加
し
ま
し
た
。 

　
初
日
は
、お
弁
当
販
売
と
、高
校
生
や
在
学
生
、

保
護
者
の
方
を
対
象
に
大
学
生
活
の
疑
問
や
相

談
に
応
じ
る「
大
学

生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

を
実
施
し
、両
日
に

わ
た
り
、「
血
管
年

齢
・
ス
ト
レ
ス
測
定

コ
ー
ナ
ー
」と「
肌
年

齢
測
定
コ
ー
ナ
ー
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

特
に「
血
管
年
齢
・

ス
ト
レ
ス
測
定
」
は

長
蛇
の
列
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
盛
況

を
受
け
て
次
年
度

の
実
施
を
検
討
し

ま
す
。 

　
八
月
二
九
日
、大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、同
窓
会

関
東
支
部
会
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。今
年

も
国
際
医
療
福
祉
大
学
学
会
学
術
大
会（
一
日
目
）

と
同
日
開
催
で
、同
窓
生
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る

イ
ベ
ン
ト
を
多
数
用
意
し
て
、内
容
の
濃
い
支
部
会

を
め
ざ
し
ま
し
た
。 

　
幹
事
会
・
総
会
で
は
、マ
ロ
ニ
エ
会
代
表
幹
事
兼

関
東
支
部
会
長
の
上
田
清
史
さ
ん（
保
健
医
療
学

部
 

理
学
療
法
学
科
一
期
生
）か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

学
科
や
キ
ャ
ン

パ
ス
の
枠
を
越

え
た
関
東
支
部

会
組
織
の
あ
り

方
や
、母
校
の

発
展
に
寄
与
で

き
る
同
窓
会
活

動
に
つ
い
て
の

熱
い
思
い
が
語

ら
れ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
北

島
政
樹
学
長
が
、

「
同
窓
生
の
叡

智
と
母
校
愛
を

集
め
、大
学
を

支
え
る
組
織
に
成
長
し
て
ほ
し
い
。ま
た
、同
窓
生

が
同
窓
生
を
支
え
る
奨
学
金
等
の
取
り
組
み
は
ぜ

ひ
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
、本
会
へ
大
き
な

期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

　
ま
た
、丸
山
仁
司

副
学
長
か
ら
「
開
学

二
〇
年
を
振
り
返
っ

て
―
温
故
知
新
―
」

を
テ
ー
マ
に
、開
学
か

ら
現
在
ま
で
の
卒
業

ア
ル
バ
ム
写
真
や
、一

昔
前
の
大
田
原
市
内
の
写
真
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

懐
か
し
い
映
像
に
見
入
る
同
窓
生
や
教
員
の
笑
い

声
が
印
象
的
で
し
た
。 

　
そ
の
後
、分
科
会
に
わ
か
れ
、卒
後
研
修
や
懇
親

会
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。八
つ
の
分
科
会
は
ど

の
会
場
も
大
変
盛
況
で
、総
勢
四
七
一
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

　
当
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
参
加
理
由
」

で
一
番
多
か
っ
た
回

答
は
、「
同
窓
会
活
動

を
応
援
し
た
い
か
ら
」

で
し
た
。皆
様
の
気
持

ち
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、今
後
と

も
幹
事
一
同
力
を
合

わ
せ
て「
マ
ロ
ニ
エ
会
」

の
発
展
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
次
年
度
の
開
催
に
つ
い
て
は
、大
学
広
報
誌
の
発

送
に
あ
わ
せ
て
、来
年
六
月
を
め
ど
に
ご
案
内
を

お
送
り
す
る
予
定
で
す
。ま
た
、同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
月
初
め
に
配
信
し
て
い
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で

も
ご
案
内
し
ま
す
。今
回
都
合
に
よ
り
参
加
を
見

合
わ
せ
た
方
も
、ぜ
ひ
、次
年
度
の
参
加
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。 

 

平
成
二
八
年
度
同
窓
会
海
外
留
学
等
 

奨
学
制
度
　

募
集
開
始
に
つ
い
て
の
ご
案
内
 

平
成
二
七
年
度
同
窓
会
「
マ
ロ
ニ
エ
会
」
 

関
東
支
部
会（
各
分
科
会
）開
催
報
告
 

 

九
州
支
部
会
事
業
 

「
月
華
祭
」
 

同
窓
会
企
画（
イ
ベ
ン
ト
支
援
）報
告
 

 




